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こんなことしてます 地区社協

　
「
地
区
社
協
」
っ
て
な
に

　

市
内
の
中
学
校
区
や
総
合
支
所
管
内

を
単
位
と
し
て
、
現
在
15
の
地
区
社
協

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
で
は
、
自
治
公
民
館
を
は

じ
め
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
障

が
い
者
団
体
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

な
ど
が
協
力
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

住
民
の
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
な
ど
の
取
り
組
み

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
か
っ
た
福
祉
に

関
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
地

区
社
協
で
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
市

役
所
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
が

中
心
と
な
っ
て
新
し
い
支
え
合
い
の
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
の
事
業
内
容
は

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
社
協
で
は
、
地
区

内
の
福
祉
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
む
事
業
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
す
べ
て
の
地
区
で
毎
月
定
期
的
に

事
務
局
が
開
か
れ
、
福
祉
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象
に
し
た
ひ
き

こ
も
り
防
止
の
た
め
の
い
き
い
き
サ
ロ

ン
活
動
や
軽
度
の
日
常
生
活
援
助
事

業
、
在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
人
な

ど
を
対
象
に
し
た
紙
お
む
つ
配
布
事

業
、
介
護
の
悩
み
を
分
か
ち
合
う
介
護

者
の
つ
ど
い
、
小
学
生
な
ど
の
見
守
り

活
動
な
ど
、
幅
広
い
年
代
を
対
象
に
し

た
福
祉
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
困
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

各地区社協の事務局開設状況

地　区 開設日時 開設場所

姫　城 第２・４木曜日
10：00〜12：00 コミュニティセンター

小松原 毎週火曜日
10：00〜15：00 小松原地区公民館

妻ヶ丘 毎週水曜日
10：00〜12：00 妻ヶ丘地区公民館

祝　吉 毎週月・火曜日
10：00〜15：00 祝吉地区公民館

五十市 毎週金曜日
10：00〜12：00

五十市地区公民館
今町多目的研修施設

横　市 毎週月曜日
10：00〜15：00 横市地区公民館

沖　水 毎週水曜日
10：00〜15：00 沖水地区公民館

志和池 毎週火曜日
10：00〜15：00 志和池地区公民館

庄　内 毎週月曜日
10：00〜15：00 庄内地区公民館

西　岳 毎週水曜日
10：00〜15：00 西岳地区公民館

中　郷 毎週水曜日
10：00〜15：00

中郷地区市民
交流センター

山之口 毎週水曜日
9：00〜12：00

シルバーヤング
山之口ふれあいの里

高　城 毎週月曜日
10：00〜15：00 高城老人福祉館

山　田 毎週火曜日
10：00〜15：00

山田総合福祉センター
（けねじゅ苑）

高　崎 毎週火曜日
10：00〜15：00 高崎総合支所

平成 15年５月に策定した都城市地域福祉計画に基づき、市民の皆さんが地域ぐる
みで福祉の課題に取り組むことで、誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせるよう、
市内 15地区に地区社会福祉協議会（地区社協）が設立されています。地区社協で
は地域が抱えるさまざまな福祉の課題の解決に向け、市社会福祉協議会や市役所と
協力して活動しています。　　　　　　　　　●問い合わせ　福祉課　☎23-2980

住み慣れた地域で

安心して

健康で幸せに
暮らしたい
　こんな悩みや心配事はありませんか？
　　近所の一人暮らしのおばあちゃん、元気かな
　　外に出るのがおっくうで、家の中にこもりがち
　　家での介護に疲れて、誰かに相談したい
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こんなことしてます 地区社協

地
区
社
協
の
主
な
活
動
内
容

●
ふ
く
し
相
談
窓
口
の
開
設

　

す
べ
て
の
地
区
社
協
で
相
談
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
設
日
に
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

◦
相
談
内
容　

高
齢
者
や
子
ど
も
の

　

福
祉
、
健
康
や
暮
ら
し
、
教
育
に

　

関
す
る
相
談
ほ
か

●
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を
対

象
に
し
た
食
事
会
や
健
康
教
室
な
ど

を
開
催
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
の

機
会
を
自
治
公
民
館
単
位
で
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

●
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　

高
齢
者
や
障

が
い
者
、
小
学

生
な
ど
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
見
守
り

活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
軽
度
生
活
援
助
事
業

　

洗
濯
や
掃
除
な
ど
、
日
常
生
活
の

補
助
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
対
象

に
、
家
事
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
紙
お
む
つ
配
布
事
業

　

市
社
協
に
寄
せ
ら
れ
る
寄
付
金
な

ど
を
活
用
し
て
、
在
宅
で
介
護
を
受

け
て
い
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
紙
お

む
つ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　

介
護
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催

し
、
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
の

悩
み
を
聞
い
た
り
、
情
報
交
換
を
し

た
り
し
て
介
護
の
手
助
け
を
し
て
い

ま
す
。

相
談・見
守
り
活
動

地
域
福
祉
支
援
活
動

●
地
域
福
祉
を
語
る
つ
ど
い
・
座
談
会

　

地
域
福
祉
を
語
る
つ
ど
い
な
ど
を

開
催
し
、
地
域
で
の
取
り
組
み
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
活
動
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

●
広
報
紙
発
行
事
業

　

地
区
社
協
で
行
っ
て
い
る
事
業
や

地
域
内
の
出
来
事
な
ど
の
情
報
を
提

供
し
、
福
祉
へ
の
理
解
や
活
動
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
認
知
症
地
域
支
援
活
動

　

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
支
援
の

輪
を
広
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

広
報・啓
発
活
動

環
境
活
動

地
域
交
流
活
動

●
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

河
川
や
道
路
清
掃
な
ど
の
環
境

美
化
活
動
を
通
じ
、
地
域
住
民
の

ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
進
め
て
い
ま

す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
学
習
会

　

子
ど
も
た
ち
に
も
ご
み
の
分
別

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
資
源
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ

と
で
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た

環
境
美
化
・
保

全
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

　

福
祉
器
具

の
展
示
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど

を
実
施
し
、

地
域
住
民
の

福
祉
に
対
す

る
認
識
を
深

め
ま
す
。

●
世
代
間
交
流
の
促
進

　

世
代
間
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、農
業
体
験
や
昔
の
遊
び
体
験
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
区
社
協
で
は
、
自
治
公
民
館
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
や
市
民
の
協
力
に
よ
り
身
近
な
福
祉
の
課
題
解

決
に
向
け
て
地
域
住
民
が
福
祉
の
担
い
手
と
な
り
、
お
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
主
に

次
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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こんなことしてます 地区社協

［スローガン］
お互いを理解しあえる人づくり
共に支え合う心づくり

安心して暮らせる環境づくり

［活動内容］
総合文化ホールが建設されるなど
芸術・文化の拠点として親しまれ
ている小松原地区。いきいきサロ
ンをはじめとする地域ボランティ
ア活動が盛んに行われています

［スローガン］
みんなでつくるひめぎの輪

みんなで取り組む元気なまちづくり
学び合うことからの人づくり

［活動内容］
市役所や総合社会福祉センターな
どの公共施設がある姫城地区。世
代間交流が盛んで、もちつき大会
やスポーツレクリエーション大会
などに多くの住民が参加します

①姫城地区②小松原地区③妻ヶ丘地区

⑩
西　岳

⑮
高　崎

⑭
山　田

⑬
高　城

⑫
山之口

⑧
志和池

⑨
庄　内

⑪
中　郷

⑤
五十市

⑥ ② ④

⑦

③
①

小松原

横　市

沖　水

祝　吉

妻ヶ丘

姫　城

の地区

人づくり
地域づくりを
展開する

［スローガン］
みんなが安心して生活できる妻ヶ丘地区
みんなで支え合う人づくり
交流で広げよう人と地域の愛

［活動内容］
市内で人口が最も多い妻ヶ丘地
区。にこにこサービス事業（生活
援助事業）や男性料理教室などの
開催、福祉だよりの定期的な発行
などの情報発信も行っています

地域住民の皆さんが主体的に参加して、これまでに市内の 15地区で個
別の地域福祉活動計画が策定され、安心で住み良いまちづくりに向けた
さまざまな活動が展開されています。それぞれが目指すまちづくりのた
めに各地区で策定された福祉活動計画。その基本方針や各地区の特色の
ある活動を紹介します。

～各地区活動計画での取り組みの基本方針～

自分の住んでいる地区を
のぞいてみよう!
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④祝吉地区⑤五十市地区⑥横市地区

⑦沖水地区⑧志和池地区⑨庄内地区

⑩西岳地区⑪中郷地区⑫山之口地区

⑬高城地区⑭山田地区⑮高崎地区

こんなことしてます 地区社協

［スローガン］
ふれあいのある交流はあいさつから
安心して暮らせる地域はあいさつから
思いやりを持てる人づくりはあいさつから

［活動内容］
あやめまつりで有名な祝吉地区。
福祉活動も組織化が進み、住民一
体となって活動を展開していま
す。すべての活動の基本姿勢は心
のこもったあいさつからです

［スローガン］
やさしい心のふれあい活動
安全でやさしい町

わかりあえるやさしい心

［活動内容］
男性長寿世界一の田鍋さんのいる
五十市地区。地域のボランティア
活動などが盛んで、市内で唯一、
小学校区ごとに事務局を開設して
総合的な相談を実施しています

［スローガン］
地域が育てる「人財」づくり
好きになり誇れる地域づくり
ふれあいランド　よこいち

［活動内容］
桜の名所百選に選ばれた母智丘が
ある横市地区。高齢化率が市内で
最も低く、預かり保育や登下校の
パトロールなど、子どもに関する
取り組みが充実しています

［スローガン］
みんなで支え合う暮らしやすい環境づくり
うきうき・わくわくふれあい交流
ふれ愛・ささえ愛・たすけ愛の人、心づくり

［活動内容］
企業立地などで人口が増加してい
る沖水地区。元気な高齢者も多く、
地域住民の交流の場である「いき
いきサロン」開設の都城第 1 号が
ここ沖水地区です

［スローガン］
地域が育てる人づくり

地域ぐるみのふれあいづくり
地域で安心して暮らせるまちづくり

［活動内容］
リサイクルプラザが完成するな
ど、環境への関心が高い志和池地
区。１館１福祉運動の取り組みを
推進しており、積極的な地域福祉
活動を展開しています

［スローガン］
健やかな心をはぐくむまちづくり
心のふれあうまちづくり
心のプレゼントのまちづくり

［活動内容］
多くの史跡が存在し、歴史を感じ
させる町並みが残る庄内地区。「共
育」と呼ばれる福祉教育を中心に、
すべての地域住民が共に育つ取り
組みに実績があります

［スローガン］
活かそう豊かな大自然

大自然の中で安心して暮らせる地域
大自然の中ではぐくむ福祉の心

［活動内容］
高千穂峰のすそ野に広がる自然豊か
な西岳地区。要介護率は最も低く元
気な高齢者が多い地区で、「共遊」
をキーワードに子どもたちとの交流
などの取り組みを展開しています

［スローガン］
子どもに伝えよう自慢できる郷土
子どもに残そう豊かな自然
子どもと歩もう福祉の心

［活動内容］
雲海と史跡の里として有名な中郷
地区。「共生」の取り組みとして、

「よかまち世話人さん」「防犯パト
ロール隊」が活躍中で、昨年はふ
くしまつりも開催しました

［スローガン］
歴史と伝統の継承

こころのまち、元気で長生きのまち
心豊かな歴史環境や生活しやすい環境づくり

［活動内容］
「人形浄瑠璃」「弥五郎どん祭り」
「花木あげ馬まつり」など、歴史
と文化を感じさせる山之口地区。
生きがいの持てる心豊かな暮らしの
ための各種活動を展開しています

［スローガン］
ふるさとを愛し、誇りを持ち、
新しい時代を拓く高城人をはぐくむ

［活動内容］
高城のシンボルともいえる観音池
公園は多くの行楽客でにぎわいま
す。小学校区を基本に、みんなで
できることは何かを「地域生活支
援会議」などで検討しながら取り
組んでいます

［スローガン］
安心して暮らせる福祉の

まちづくりを目指すまち　やまだ

［活動内容］
恵まれた自然環境と良質の温泉施
設「ゆぽっぽ」のある山田地区。
地域のコミュニケーションがよく
図られており、子どもに対する取
り組みや総合的な支援づくりを進
める取り組みが行われています

［スローガン］
星も町も人もキラキラ

「ありがとう」があふれる
安心・安全なまちづくり

［活動内容］
日本一星空のきれいなまちとして
誉れ高い高崎地区。福祉部を公民
館単位で設置予定。みんなの笑顔
の星が輝く住みよい地域づくりに
向け活動を展開中です
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そ
の
内
容
を
精
査
し
、
ま
ず
、
事
業
化

す
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
将
来
の
効
果
な
ど
に
つ
い

て
十
分
見
極
め
た
上
で
、
非
常
に
有
効

か
つ
事
業
と
し
て
も
目
的
に
合
う
と
い

う
判
断
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
事
業
の

認
定
を
し
て
、
着
手
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
　

平
成
20
年
の
６
月
議
会
に
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
簡
易
基
礎

調
査
委
託
料
の
名
目
で
、
調
査
の
た
め

の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
調
査

の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　

国
、
県
お
よ
び
道
路
を
管
理
し
て

い
る
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

事
前
協
議
の
後
、
日
向
高
崎
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
、
高
崎
東
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
、

山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
３
カ
所
の

調
査
を
委
託
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
内
容
は
、
利
用
交
通
量
、
概

略
設
計
、
概
算
事
業
費
の
算
出
、
費
用

対
効
果
の
試
算
な
ど
で
す
。
現
在
、
そ

の
調
査
委
託
期
間
が
３
月
13
日
ま
で
と

い
う
こ
と
で
、
ま
だ
成
果
品
が
届
い
て

い
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
基
礎
調
査
を
受
け
、
今
後
、

平
成
22
年
４
月
に
開
設
さ
れ
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
、
平
成
21
年
度
新
学
部
認
可

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
補
助
金
の

対
応
と
し
て
は
、
学
園
と
も
協
議
し
て

判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
市

の
対
応
と
し
て
は
新
学
部
設
置
経
費
分

は
補
助
対
象
外
と
し
、
補
助
金
の
支
払

い
の
凍
結
、
ま
た
は
補
助
金
の
返
還
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

３
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
28
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

◆
南
九
州
大
学
新
学
部
の
認
可
見
通
し

　
　

平
成
21
年
度
に
申
請
す
る
新
学
部

の
認
可
見
通
し
に
つ
い
て
ど
う
思
う

か
。
ま
た
、認
可
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

大
学
へ
の
補
助
金
を
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

　
　

現
在
、
南
九
州
大
学
は
学
内
に
、

新
学
部
設
置
準
備
委
員
会
を
組
織
し

て
、前
回
の
申
請
内
容
を
再
度
精
査
し
、

確
実
な
認
可
に
向
け
て
、
万
全
の
態
勢

で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
申
請
は
、
前
回
申
請
の
経

験
を
十
分
に
生
か
し
て
、
認
可
に
向

け
た
最
大
限
の
努
力
を
さ
れ
て
い
る
の

で
、
10
月
末
に
は
、
認
可
が
下
り
て
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
は
？

　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
、
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
に
設

置
さ
れ
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
こ
と
。

　

既
存
の
施
設
を
改
修
し
て
整
備

す
る
た
め
、
設
置
費
用
が
抑
え
ら

れ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

21年度当初予算（17件）
【一般会計】　668億3,000万円
【特別会計】　412億2,375万6千円
【企業会計】　 40億1,707万3千円
20年度補正予算（16件）

【一般会計】 8億1,353万4千円
【特別会計】　△18億3,930万4千円
【企業会計】 718万1千円
条例の制定・一部改正（25件）
　■都城市公民館条例の制定につい
　　て　ほか24件
その他（8件）
　■財産の無償譲与について
　　ほか7件
諮問（2件）
　■人権擁護委員候補者の推薦につ　
　き議会の意見を求めることについ
　て　2件
議員提出議案（3件）
　■「協同出資・協同経営で働く協同　
　　組合法」の速やかな制定を求め
　　る意見書ほか2件
請願（5件）
　■入札制度に関する請願書ほか4件

平
成
21
年
３
月
議
会

議
会
だ
よ
り

平
成
21
年
第
２
回
市
議
会
が
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
27
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
20
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や

平
成
21
年
度
都
城
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
66
件
、諮
問
２
件
、

議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
５
件
、
そ
の
他
議
決
事
項
１
件
の
合
計
77
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
請
願
１
件
が
継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か
は
す
べ

て
可
決
、
同
意
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

大学整備後のイメージ
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◆
都
城
市
に
お
け
る
景
気
対
策

　
　

世
界
的
な
経
済
危
機
の
中
で
、
都

城
市
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い

る
の
か
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
景
気
対

策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

本
市
に
お
け
る
景
気
後
退
の
影
響

は
、廃
業
し
た
会
社
な
ど
も
あ
る
一
方
、

生
産
調
整
や
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で

労
使
協
力
し
て
対
応
し
よ
う
と
い
う
企

業
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
後
も
景
気
後
退
が
長
引

き
ま
す
と
、
希
望
退
職
者
を
募
る
企
業

が
出
て
く
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

今
回
の
新
年
度
予
算
に
、
公
共
投
資

と
し
て
建
設
事
業
に
前
年
度
事
業
費
を

上
回
る
97
億
円
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
加
え
て
、
本
市
独
自
の
景
気
対
策

と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援
事
業
の

ほ
か
、
市
と
し
て
最
大
限
の
景
気
対
策

と
し
て
合
計
５
億

５
、０
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま

す
。
こ
の
経
済
対

策
に
よ
っ
て
、
市

で
は
、
36
億
円
の

経
済
波
及
効
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
　

４
月
か
ら
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ

る
が
、
こ
の
改
定
が
介
護
保
険
の
事
業

所
経
営
や
介
護
従
事
者
の
労
働
条
件
の

改
善
に
な
る
の
か
。

　
　

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
の
内
容
で

す
が
、
国
は
、
介
護
従
事
者
の
改
善
の

た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
平
成
21
年

度
に
介
護
報
酬
を
３
パ
ー
セ
ン
ト
ア
ッ

プ
す
る
改
定
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
改
定
で
は
３
つ
の
柱
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
一
つ
は
、
介
護
従
事
者
の
人

材
確
保
、
処
遇
改
善
を
揚
げ
、
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
考
え
方
と
し
て
、
負

担
の
大
き
な
業
務
へ
の
評
価
、
専
門
性

を
伴
う
業
務
へ
の
評
価
の
見
直
し
、
介

護
従
事
者
の
定
着
促
進
を
進
め
ま
す
。

二
つ
め
は
、
医
療
と
の
連
携
や
認
知
症

ケ
ア
の
充
実
。
三
つ
め
は
、
介
護
の
質

を
確
保
し
た
上
で
、
効
率
的
か
つ
適
正

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。
こ
れ
ら
が
改
定

の
全
体
像
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
改
定
に
よ
り
人
件
費
割
合
の
見

直
し
な
ど
の
加
算
さ
れ
る
評
価
を
考
え

ま
す
と
、
事
業
所
の
経
営
に
も
少
し
ゆ

と
り
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
経
営
基
盤
の

弱
い
事
業
所
で
は
、
そ
の
ア
ッ
プ
分
が

す
べ
て
人
件
費
に
充
当
さ
れ
る
か
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
、
こ
の

改
定
に
よ
り
、
介
護
従
事
者
に
見
直
し

分
が
公
平
に
配
分
さ
れ
て
い
る
の
か
、

処
遇
改
善
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会

　
　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議

会
に
つ
い
て
、
発
足
か
ら
現
在
ま
で
の

取
り
組
み
の
現
状
お
よ
び
そ
の
組
織
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

こ
の
協
議
会
は
、
霧
島
山
を
ふ
る

さ
と
の
山
と
と
ら
え
て
い
る
宮
崎
・
鹿

児
島
両
県
の
５
市
２
町
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
環
霧
島
会
議
が
中
心
と
な
っ

て
、
昨
年
10
月
14
日
に
湧
水
町
で
開
催

さ
れ
た
、
第
３
回
環
霧
島
会
議
に
お
い

て
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
お
い
て
は
、
霧
島
山
の

２
０
１
０
年
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に

向
け
て
、
今
年
中
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

委
員
会
へ
申
請
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
認
定
申
請
を
行
う
に

当
た
っ
て
は
、
宮
崎
・
鹿
児
島
両
県
の

協
力
や
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
今
年
１
、２
月
に
協
議
会
会
長

の
霧
島
市
長
と
副
会
長
の
長
峯
市
長
が

共
に
両
県
庁
を
訪
問
し
て
、
宮
崎
県
側

で
は
副
知
事
に
、
鹿
児
島
県
側
で
は
知

事
に
お
会
い
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
霧
島
市
役
所
内
に
協
議
会
の

事
務
局
を
担
う
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
推
進

室
へ
交
流
人
事
と
し
て
、
本
市
か
ら
３

月
１
日
付
で
職
員
を
派
遣
し
、
自
治
体

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

※
５
月
19
日
開
催
の
環
霧
島
会
議
に
お

　

い
て
、
認
定
申
請
は
、
一
年
延
長
す

　

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
発

　

表
さ
れ
ま
し
た
。

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９

月
、12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、

市
民
に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願

な
ど
を
審
議
し
ま
す
。傍
聴
席
は
、

市
役
所
西
館
６
階
に
あ
り
ま
す
の

で
、ご
自
由
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局 

☎
23
＿

７
８
６
９
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健
康
づ
く
り
の
道
し
る
べ

　

戦
後
、
日
本
は
生
活
環
境
が
改
善
さ

れ
、
医
学
が
進
歩
し
た
こ
と
に
よ
り
、

世
界
有
数
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
、
食
生
活
の
変

化
や
運
動
不
足
に
よ
り
生
活
習
慣
病
を

患
い
、
そ
れ
が
原
因
で
認
知
症
や
寝
た

き
り
な
ど
の
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う
人
た
ち
が
増
加
し
、
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
で
は
平
成
12
年
度
か

ら
国
民
の
健
康
づ
く
り
対
策
と
し
て

｢

21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り｣

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
国
の
指
針

に
基
づ
い
て
本
市
の
計
画
と
し
て
作
成

さ
れ
た
の
が｢

み
や
こ
の
じ
ょ
う
健
康

づ
く
り
計
画
21｣

で
す
。
食
生
活
改

善
活
動
の
提
供
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
活
用
な
ど
具
体
的
な
７
つ
の
目
標

を
定
め
て
、
健
康
づ
く
り
の
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に

　

本
市
で
は
、
50
歳
代
か
ら
生
活
習
慣

病
の
治
療
者
が
増
加
し
、60
歳
代
で
は
、

男
性
が
41
・
５
㌫
、
女
性
が
40
・
８
㌫
、

70
歳
以
上
で
は
、
男
性
が
53
・
９
㌫
、

女
性
が
56
・
５
㌫
の
人
が
治
療
を
受
け

て
い
ま
す
（
平
成
19
年
５
月
国
保
診
療

分
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
た

め
に
適
度
な
運
動
や
食
生
活
の
改
善
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で

は
、
各
地
区
の
「
健
康
づ
く
り
会｣

や

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
が
積
極
的
に

地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区
で
活
動
し
て

い
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
家
族
と
一
緒
に

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
仲
間
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り

　

運
動
は
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
肥

満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
生
を
予
防

し
、
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
寝
た
き
り

や
認
知
症
の
人
を
減
少
さ
せ
る
な
ど
健

康
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
で
す
。

　

本
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か

け
と
し
て
、
市
内
15
地
区
の｢

健
康
づ

く
り
会｣

の
代
表
者
が
中
心
と
な
り
、

毎
月
１
回
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ミ
ニ
バ

レ
ー
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
食
生
活
学

習
、
健
康
体
操
な
ど
の
健
康
学
習
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
み
や
こ
ん

じ
ょ
健
康
づ
く
り
会
以
外
に
も
各
地
区

で
定
例
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

自然を楽しみ、仲間と一緒に
ウオーキングをする様子

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く
り
会

○
地
区
名
・
活
動
日

地　

区

活
動
日

姫
城
ひ
ま
わ
り
会

第
２
月
曜
日

小
松
原
銀
杏
会

第
２
土
曜
日�

妻
ヶ
丘
元
気
会�

第
２
水
曜
日�

祝
吉
あ
や
め
会

第
２
金
曜
日�

五
健
会
（
五
十
市
）

第
４
土
曜
日

も
ち
お
桜
会
（
横
市
）

�

第
３
水
曜
日

�

沖
水
元
気
会

不
定
期

志
和
池
は
つ
ら
つ
会

第
３
金
曜
日

�

庄
内
会

第
２
金
曜
日

西
岳
な
か
よ
し
会

�

第
３
火
曜
日�

金
御
い
き
い
き
会

第
３
木
曜
日

山
之
口

不
定
期

高
城

不
定
期

山
田

不
定
期

高
崎

不
定
期

仲間と楽しく
健康づくり

各地区でお薦めのウオーキングコー
スを紹介している「みやこのじょう
ウオーキングマップ」

本市では、｢みやこのじょう健康づくり計画２１｣ を推進する担い手とし
て各地区の健康づくり会や食生活改善推進員などが中心となり健康づくり
を支援しています。健康で長生きするため、これらの活動に参加して地域
の仲間と一緒に楽しく健康づくりをしてみませんか？
●問い合わせ　健康課　☎23-2765
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　姫城ひまわり会は、50 歳か
ら 80 歳の 43 人でグラウンド
ゴルフ、健康料理教室などを計
画して活動しています。健康づ
くりに大切なのは、参加した人
と一緒に和気あいあいと楽しむ
こと。月１回、誰でも参加でき
る定例ウオーキングも開催して
いますので、参加してみません
か？

一
緒
に
健
康
づ
く
り
を

　
　
　
　
　

楽
し
み
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
家
庭
や
地
域
、
職
場

な
ど
で
み
ん
な
が
主
役
で
幸
せ
な

社
会
を
築
く
た
め
に
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す

本
市
の
現
状

　

平
成
19
年
度
の
市
民
意
識
調
査

で
は
、「
社
会
全
体
に
お
け
る
地
位

の
平
等
感
」
で
男
性
が
優
遇
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
る
人
の
割
合
は
65

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
共

働
き
世
帯
で
の
家
事
の
役
割
分
担
」

で
、
妻
に
偏
っ
て
い
る
割
合
は
80
・

２
㌫
と
非
常
に
高
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は｢

男
だ

か
ら｣

「
女
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由

だ
け
で
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
仕
事
や
役
割

が
偏
っ
た
り
す
る
状
況
が
い
ま
だ

に
存
在
し
て

い
ま
す
。

都
城
市
男
女
共
同
参
画
計
画

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
で

は
平
成
21
年
４
月
１
日
に
、
都
城
市

男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
す

べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
自

分
の
意
志
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

活
動
に
参
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

企
画
や
立
案
な
ど
に
も
責
任
を
持
っ

て
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で

す
。
今
後
、
本
市
で
は
男
女
の
区
別

な
く
「
み
ん
な
が
主
役
で
み
ん
な
が

幸
せ
な
社
会
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

一
人
一
人
の
問
題
と
し
て

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
行
政
ば
か
り
で
は

な
く
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
が
協

力
・
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
、性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
一
人
が
自
分
の
問
題
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
男
女
共

同
参
画
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

２
１
２
１

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

■
食
事
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く
り

　

毎
日
の
食
生
活
を
改
め
る
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
基
本
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
正
し
い
食
に
対
す

る
知
識
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

こ
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
食
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
あ
る｢

食
生
活
改
善
推
進

員｣

。
市
内
で
２
３
０
人
い
る
食
生
活

改
善
推
進
員
は
、
地
域
の
人
を
対
象
に

食
生
活
改
善
に
向
け
た
料
理
実
習
な
ど

の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

おいしくバランスのとれた食事を目
指して料理する様子

★ INTERVIEW ★

姫城ひまわり会
代表　岸良　邦子さん

　

定
例
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

○
地
区
名
・
日
時
・
集
合
場
所

地 区 曜　　日 時　間 集合場所

姫 城 第４月曜日 9：00（夏）
9：30（冬）

ウエルネスロード（偶数月）
高木原緑道（奇数月）
美術館（ゆっくりコース）

妻 ヶ 丘 第４水曜日 8：00 総合運動公園

祝 吉 第１土曜日 8：00（夏）
9：00（冬） 早水体育文化センター

五 十 市 第４土曜日 8：30（夏）
9：00（冬） 都島公園

庄 内 第４金曜日 9：00 庄内地区公民館

志 和 池 第２・４金曜日 9：30 志和池地区公民館(体操)

山 田 第 1土曜日 8：00 山田陸上競技場
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区分 講　座　名 担当課・連絡先 区分 講　座　名 担当課・連絡先

市　
　

政

市政 PR 講座 秘書広報課 ☎23-2472
都
市
計
画

都城志布志道路について

都市計画課 ☎23-2762都城市の財政について 財政課　 ☎23-2113 まち学習①　計画編
都城市の行革について 行政改革課 ☎23-7161 まち学習②　まちづくり編
地方自治制度について

総務課 ☎23-2117

まち学習③　道路編
情報公開とプライバシー保護 公園づくりについて 道路公園課 ☎23-2775

行政手続き制度について

教　
　

育

いじめ、不登校はみんな
で解決！ 学校教育課 ☎23-9544

選挙の仕組みについて 選挙管理委員会 ☎23-7864 青少年の非行と防止について
市県民税について 市民税課　 ☎23-2123 家庭教育（親の役割）

生涯学習課 ☎23-9545

固定資産税についての豆知識 資産税課　 ☎23-2124 乳幼児期のしつけの重要性
国民健康保険・後期高齢者 
医療制度について 保険年金課 ☎23-2127

子どものときから
コミュニケーション

国民年金制度について お母さん、もっと聞き上手に
市民課窓口業務講座 市民課　 ☎23-2128 親がかわれば子もかわる
みんなでささえる介護保険 介護保険課 ☎23-2114 絵本と子育て

福　
　

祉

高齢者福祉サービスについて

福祉課　 ☎23-2980

6 歳までの「簡単な習慣」
が子育ての決め手！障がい者福祉サービスについて

地域福祉活動について 思春期における子どもの
心理と行動

心の健康 今、PTA が楽しい
自殺防止対策について 高齢者よ、今が旬

児童福祉サービスについて こども課　 ☎23-2684 子どもの夢を育む子ども会
保育課　 ☎23-4894 生涯学習について

母子・寡婦福祉サービス
について こども課　 ☎23-2684 人

権
男女共同参画社会の実現
に向けて 生活文化課 ☎23-2121

健　
　

康

予防接種について

こども課　 ☎23-2684

人権感覚を磨こう 生涯学習課 ☎23-9545
健康管理①　食育編 国

際
交
流

モンゴル紹介

生活文化課 ☎23-2295健康管理②　妊婦編 中国紹介
健康管理③　乳幼児編 オーストラリア紹介

（変更の場合あり）健康管理④　成人編 健康課　 ☎23-2765

健康管理⑤　高齢者編 介護保険課 ☎23-2114
文
化
歴
史

市民参画による文化の
まちづくり 生活文化課 ☎23-2132

健康管理⑥　食生活編
健康課 ☎23-2765

美術館講座①
鑑賞の楽しみ

美術館　 ☎25-1447健康管理⑦　自由編 美術館講座②
美術品の展示保存方法

認知症講座 介護保険課 ☎23-2114 美術館の仕事

環　
　

境

環境学習会
環境政策課 ☎23-2130

防災 防災講座 危機管理課　 ☎23-2129
都城市の河川について 消費

生活 悪徳商法から財産を守る 生活文化課 ☎23-2121都城市の公害苦情について
都城市の地下水について 森林保全課 ☎23-2152 交通

安全 交通安全～命を守る 生活文化課 ☎23-7183上水道の話 水道局工務課　 ☎23-4270
よりよい水環境をめざして 下水道課　 ☎23-5921 議会 議会のしくみ 議会事務局 ☎23-7869
清掃工場ってどんなとこ？ 清掃工場　 ☎23-0277 体

験
し
よ
う
！

防火講話 消防局総務課 ☎22-8882

産　
　

業

都城市の企業誘致について
工業振興課 ☎23-2753

応急手当講習
消防局警防課 ☎22-8883

都城市の地場産業について 普通救命講習
都城市の工業について 環境学習会 環境政策課 ☎23-2130

中心市街地の活性化 商業観光課 ☎23-2983 施
設
見
学

リサイクルプラザ・
さいせい館 リサイクルプラザ ☎36-3900

中心市街地活性化室 ☎23-2011 清流館・清浄館 下水道課　 ☎23-5921
都城市の観光・イベント 商業観光課 ☎23-2615 清掃工場 清掃工場　 ☎23-0277
都城市の農業 農政課　 ☎23-2768 一般廃棄物最終処分場 環境施設課 ☎23-3319

※申し込みは、各講座の担当課まで

講座を出前します全82ハロー市役所元気講座
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こ
の
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催

す
る
学
習
会
な
ど
で
、
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
市
職
員
が

市
政
の
話
を
す
る
講
座
で
す
。

申
し
込
み
は
各
講
座
の
担
当
課
ま
で
。

●
対
象　

原
則
と
し
て
市
内
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
10
人
以
上
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ

●
申
込
方
法　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
が
、
実
施
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
「
ハ
ロ
ー
市
役
所
元
気
講
座
申
込

書
」
を
各
講
座
の
担
当
課
に
提
出

●
会
場　

受
講
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

が
準
備
。
会
場
使
用
料
は
、
受
講
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
各
地
区

公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

教
育
集
会
所
は
会
場
使
用
料
無
料

●
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時
の
間

で
、
２
時
間
以
内

※
担
当
課
の
業
務
な
ど
の
関
係
で
、
希

　

望
日
時
に
開
講
で
き
な
い
場
合
あ
り

●
講
師
料　

無
料
。
た
だ
し
、
必
要
な

材
料
な
ど
の
準
備
が
必
要
な
場
合
あ
り

●
そ
の
他　

こ
の
講
座
は
、
市
の
職
員

が
担
当
す
る
仕
事
に
つ
い
て
話
を
す
る

も
の
で
、
苦
情
や
陳
情
の
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん

企
業
や
組
合
の
職
員
が
講
師
と
な
り
、

専
門
的
な
知
識
を
生
か
し
た
講
座
や
実

習
を
行
う「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
」（
無
料
）

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
講
座
内
容　

企
業
の
現
場
を
見
学
で

き
る
「
施
設
見
学
」
コ
ー
ス
、
プ
ロ
の

技
術
を
実
際
に
体
験
で
き
る
「
技
術
・

体
験
」
コ
ー
ス
、
税
や
保
険
、
財
産
設

計
な
ど
の
詳
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
「
生
活
」
コ
ー
ス
な
ど
、６
コ
ー

ス
全
28
講
座

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
な
ど
で
配

　

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い

●
申
込
方
法　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
が
、
実
施
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
申
込
書
」
を

生
涯
学
習
課
へ
提
出

※
こ
の
講
座
は
、
企
業
お
よ
び
受
講
者

　

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
の
開
催

　

と
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
な
ど
へ
の

　

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

９
５
４
５

「
環
境
結ゆ

い
ネ
ッ
ト
都
城
」
の
活
動

◎
環
境
結
い
ネ
ッ
ト
都
城
と
は
…	

　

市
民
、
事
業
者
お
よ
び
行
政
が
手

を
取
り
合
っ
て
都
城
市
の
環
境
を
良

く
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
計
画
し
運
営
し
て
い
る
団
体
で

す
。

　

今
年
、
都
城
市
周
辺
の
農
村
部
が

「
に
ほ
ん
の
里
」
１
０
０
選
（
朝
日

新
聞
・
森
林
文
化
協
会
選
定
事
業
）

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
都
城

盆
地
が
、
自
然
と
人
と
の
共
生
に

よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
た
美
し
い
里
と

し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
ず
っ
と
守
り
続

け
て
い
く
た
め
に
一
緒
に
学
び
、
活

動
し
ま
せ
ん
か
。

環
境
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
み
や
こ
ん
じ
ょ
エ
コ
達
人
講
座
」

　

今
年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
会
の

後
、
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

環
境
に
関
心
が
あ
り
、
都
城
市
の
環

境
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、
ま
た
は

環
境
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
い
う

皆
さ
ん
、
講
演
・
施
設
見
学
会
を
通

し
て
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？　

参
加
費
は
無
料
で
す
の

で
、こ
の
機
会
に
一
緒
に
目
で
見
て
、

肌
で
感
じ
な
が
ら
、
環
境
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
・
内
容　
９
時
～
12
時

※
日
時
、
内
容
に
つ
い
て
は
変
更
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
に
つ

　

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
対
象
・
定
員　

環
境
に
関
心
の
あ

る
人
、
20
人
程
度

●
申
込
期
限　
６
月
29
日
㈪

●
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課　

☎
23-

２
１
３
０

ハ
ロ
ー
市
役
所

元
気
講
座

「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
」も

募
集
中
!!

ず
っ
と
暮
ら
し
た
い都
城

“
う
っ
ち
ょ
か
な
ら
ん
”

　
　
　

都
城
を
目
指
し
て

７
月
25
日
㈯　
「
水
を
考
え
よ
う
」

　
　
　
　
　
　
「
得
す
る
？
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
「
森
を
探
索
し
よ
う
！
」

９
月
26
日
㈯　
「
地
球
に
優
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!
」

10
月
24
日
㈯　
「
ご
み
は
ゴ
ミ
!?
」

11
月
28
日
㈯　
「
環
境
講
演
会
」

　
８
月
22
日
㈯

昨年のエコツアーの様子
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す
こ
や
か
福
祉
基
金
は
、
次
の
よ
う

な
整
備
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
●
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

祝
吉
町
に
、
未
就
学
の
子
ど
も
の
発

達
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
指
導
、
診
断

や
検
査
を
行
う
た
め
の
施
設
と
し
て
、

「
都
城
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
き
ら

き
ら
」
が
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
、
市
民
（
沖
水
地
区
の
獣
医
師
）
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
福
祉
目
的
の
寄
付
を
活

用
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
市

内
に
在
住
の
未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

主
な
業
務
の
紹
介

①	

発
達
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
指
導

　
「
言
葉
が
遅
い
」「
目
が
合
わ
な
い
」  

　
「
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な
い
」「
落
ち

　

着
き
が
な
い
」「
極
端
に
不
器
用
」

　

な
ど
の
育
児
上
の
相
談
に
、
よ
り
専

　

門
的
に
対
応
し
ま
す

②	

発
達
に
関
す
る
診
断
、
検
査

　

未
就
学
児
の
発
達
に
関
す
る
診
断
お

　

よ
び
検
査
を
行
い
ま
す

③	

関
連
施
設
と
の
連
携

　

相
談
や
診
察
の
結
果
、
必
要
に
応
じ

　

て
専
門
機
関
を
紹
介
し
ま
す

※
①
、
②
と
も
要
予
約

●
問
い
合
わ
せ　

市
こ
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
き
ら
き
ら　

☎
46-
２
３
３
０

●
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
整
備

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
や
障
が
い
な
ど
が
原
因
で
、
腹

壁
に
つ
く
ら
れ
た
便
や
尿
の
排
せ
つ
口

で
あ
る
人
工
肛
門
・
人
工
膀ぼ

う
こ
う胱

を
持
っ

て
い
る
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の

人
た
ち
に
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
、
市

役
所
東
館
１
階
の
障
が
い
者
用
ト
イ
レ

を
、
平
成
18
年
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
に
改

修
し
ま
し
た
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
必
要
な

　

運
搬
車
の
購
入

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
調
理
が
困
難

な
高
齢
者
の
住
ま
い
を
定
期
的
に
訪
問

し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
届
け

る
と
と
も
に
安
否
を
確
認
す
る
事
業
で

す
。
西
岳
地

区
で
配
食
を

行
う
た
め
、

新
た
に
運
搬

車
を
購
入
し

ま
し
た
。

す
こ
や
か
福
祉
基
金
と
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
国
の
地
方
交
付
税
や
市
民
か
ら
の
指
定
寄
付
を
も

と
に
平
成
３
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

基
金
を
活
用
し
て
生
活
環
境
の
整
備
を
行
い
、
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
を
築
き
ま
す
。　

●
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

〜
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
を
目
指
し
て
〜

そ
の
ほ
か
の
基
金
を

　
　

活
用
し
た
助
成
事
業

◆
重
度
身
体
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー

　

料
金
助
成
事
業

　

重
度
の
障
害
を
も
つ
人
の
日
常

生
活
の
利
便
お
よ
び
社
会
活
動
の

範
囲
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。（
福
祉
課
）

◆
身
体
障
が
い
者
住
宅
改
造
助
成

　

事
業

　

在
宅
の
障
が
い
者
（
児
）
の

い
る
世
帯
に
対
し
、
自
立
し
た
生

活
を
続
け
、
介
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
そ
の
住
宅
を
住
み

や
す
い
よ
う
改
造
す
る
の
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。（
福
祉
課
）

◆
高
齢
者
住
宅
改
造
助
成
事
業

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
人

が
住
ん
で
い
る
住
宅
を
、
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
改
造
す
る

た
め
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。（
介
護
保
険
課
）

●
問
い
合
わ
せ

　

助
成
事
業
の
詳
細
に
つ
い
は
、

　

福
祉
課
、
介
護
保
険
課
へ

福
祉
課　
　
　

☎
23―

２
９
８
０

介
護
保
険
課　

☎
23―

２
１
１
４

す
こ
や
か
福
祉
基
金
の
活
用
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●
幼
児
の
虫
歯
の
現
状

　

３
歳
児
健
診
で
虫
歯
が
見
つ
か
っ
た

幼
児
の
割
合
は
、
年
々
減
少
し
て
き
て

い
る
も
の
の
、
平
成
18
年
度
時
点
で
全

国
平
均
が
26
・
６
㌫
で
あ
る
の
に
対
し
、

本
市
で
は
39
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
幼
児
一
人
当
た
り
の
虫
歯
の
本
数

も
、
全
国
平
均
の
約
1.6
倍
と
、
依
然
と

し
て
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

●
市
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
市
で
は

乳
幼
児
の
虫
歯
予
防
策
と
し
て
、
２
歳

６
カ
月
児
の
歯
科
健
康
診
査
に
お
い
て

フ
ッ
素
塗
布
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯

の
集
団
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

歯
科
健
診
を
受
け
た
幼
児
は
、
受
け

て
い
な
い
幼
児
と
比
較
し
て
虫
歯
が
見

つ
か
る
割
合
は
低
く
、
見
つ
か
っ
た
と

し
て
も
一
人
当
た
り
の
虫
歯
の
本
数
は

明
ら
か
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
フ
ッ
素
塗
布
や
集
団
指
導

な
ど
を
通
し
て
、
保
護
者
が
子
ど
も
の

虫
歯
予
防
に
関
心
を
高
め
、
家
庭
で
の

歯
磨
き
な
ど
が
徹
底
さ
れ
て
き
た
結
果

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
は
妊
娠
中
か
ら

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
中
の
人

が
自
分
自
身
の
歯
や
口
の
健
康
状
態

に
気
を
付
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
子

ど
も
の
虫
歯
は
、
特
に
母
親
か
ら
の
食

べ
物
の
口
移
し
な
ど
に
よ
る
直
接
感
染

が
主
な
原
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
母
親
が
自
分
の
歯
や
口
の
状
態
を

良
く
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
虫
歯
予

防
の
第
一
歩
で
す
。

　

欧
米
諸
国
で
は
、
日
本
と
比
較
し
て

妊
婦
が
歯
科
を
受
診
す
る
割
合
が
非
常

に
高
く
、「
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
は
、

お
な
か
の
中
に
い
る
と
き
か
ら
」
と
い

う
考
え
方
が
広
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
歯
が
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
虫
歯
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
妊
娠
中
や
こ
れ
か
ら
出

産
を
考
え
て
い
る
人
が
、
自
分
自
身
の
歯
や
口
の
健
康
に
気
を
付
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

虫
歯
の
な
い
き
れ
い
な
歯
は
、
子
ど
も
へ
の
す
て
き
な
贈
り
物
。
こ
の
機
会
に
、
歯
科
健
診
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

●
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

～
６
月
４
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー！
　

６
月
４
日
か
ら
10
日
は
歯
の
衛
生
週
間
で
す
～

子
ど
も
の
虫
歯
予
防
は
マ
イ
ナ
ス
１
歳
か
ら

●
早
め
の
歯
科
健
診
を

　

妊
娠
中
の
人
や
こ
れ
か
ら
出
産
を
考

え
て
い
る
人
で
、
歯
や
口
の
健
康
状
態

な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
歯
科

医
師
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
と
自
分
自
身

の
た
め
に
、早
め
に
歯
科
健
診
を
受
け
、

よ
り
快
適
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
で
き
る

乳
幼
児
期
の
虫
歯
予
防

　

乳
幼
児
期
の
虫
歯
予
防
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
成
長
過
程
に
合
わ
せ
て

行
う
こ
と
で
よ
り
効
果
が
上
が
り

ま
す
。

　

乳
歯
が
生
え
る
前
は
ガ
ー
ゼ
な

ど
で
ふ
き
と
っ
て
口
の
中
を
清
潔

に
し
た
り
、
乳
歯
が
生
え
そ
ろ
っ

た
後
は
子
ど
も
を
ひ
ざ
に
乗
せ
口

の
中
を
確
認
し
な
が
ら
仕
上
げ
磨

き
を
し
た
り
し
て
、
虫
歯
に
な
り

に
く
い
状
態
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
間
食
は
な
る
べ
く
し
な

い
、
寝
る
前
に
は
食
べ
な
い
、
食
事

は
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
な
ど
、
規

則
正
し
い
食
生
活
を
家
族
そ
ろ
っ

て
心
掛
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

お口の健康フェスティバル
（昨年の様子）
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　〔注意事項〕
　１　黒いサイロビニール、ブル−シート、セルトレイ、止水シート、農薬ビン、育苗箱、ハウスバンド
　　　などは収集しません
　２　受付開始直後は込み合いますので、時間をずらして搬入してください
　３　初めて排出する人は委任状を記入してもらいますので、印鑑を持参ください
　４　排出するものと同種の資材で縛り、10㌔程度に束ね、乾燥させてから持ち込んでください
　５　処理券を持っている人は、処理券を持参ください

●廃ポリフィルムの収集日程

　肥料袋、農薬袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、ＰＯ系フィルム、谷シート、ポリポット、ポリマルチ、　
　かん水チューブ　

廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、農業経営者が
自己の責任で適正に処理するよう「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」によって義務づけられていま
す。不法焼却や不法投棄をすると、５年以下の懲役または1,000万円以下の罰金が科せられます。
環境保護のため、農業用廃プラスチックは焼いたり捨てたりせずに、リサイクルしましょう。

●問い合わせ　農政課　☎23－ 2768

　廃プラは、
　焼かない!  捨てない!  リサイクル!!

農業用廃プラスチックのリサイクル収集日程
保存用

　「農ビ」の表示がある	透明な塩化ビニール（ハウスビニールなど）

●費用
処理券を持っている人は権利量分のみ無料、処理券を持っていない人は１㌔当たり６円30銭（現金徴収）

期 日 収集場所 収集時間
８月４日（火）・12 月 15 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

13：30 ～ 16：00８月５日（水）・12 月 16 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
８月６日（木）・12 月 17 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

●廃ビニールの収集日程

●費用
処理券を持っている人は権利量分のみ無料、処理券を持っていない人は１㌔当たり 22円５銭（現金徴収）

切　

り　

取　

り　

線

期 日 収集場所 収集時間
６月 11 日（木）・25 日（木）都城北諸地区清掃公社　都北営業所

（ＪＡ家畜市場付近） 13：30 ～ 16：00７月 9 日（木）・23 日（木）

８月
25 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

９：00 ～ 16：0026 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
27 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

９月 24 日（木） 都城北諸地区清掃公社　都北営業所
（ＪＡ家畜市場付近） 13：30 ～ 16：0010 月 8 日（木）・22 日（木）

11 月
10 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

９：00 ～ 16：0011 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
12 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

12 月 3 日（木）
都城北諸地区清掃公社　都北営業所

（ＪＡ家畜市場付近） 13：30 ～ 16：00１月 14 日（木）・28 日（木）
２月 18 日（木）
３月 11 日（木）・25 日（木）
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寄
付
金
の
使
い
道

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
始
ま
っ
て

か
ら
、
本
市
に
は
多
く
の
寄
付
が
あ

り
、
そ
の
総
額
は
今
年
３
月
末
時
点
で

３
２
２
万
６
、０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

寄
付
金
は
、「
都
城
市
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
」
に
積
み
立
て
、
下
記
の
４
つ

の
メ
ニ
ュ
ー
に
振
り
分
け
て
、
平
成
21

年
度
事
業
費
の
一
部
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

広
げ
よ
う
！　

寄
付
の
輪

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
思

い
を
形
に
し
て
、
豊
か
で
元
気
な
都
城

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
、
都
会
で
暮
ら
す
家
族
や
友

人
な
ど
に
本
市
へ
の
寄
付
を
呼
び
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加

　

平
成
21
年
度
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に

高
齢
者
支
援
の
た
め
の
「
ふ
る
さ
と
長

寿
支
援
」
を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
の

で
、
寄
付
の
際
、
５
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
の

中
か
ら
指
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
方
法

　

寄
付
を
希
望
す
る
人
に
は
、「
都

城
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
申
出
書
」

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
）
を
送
り
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

（
Fax 

23-

２
０
０
６
）、
郵
送
（
〒
885-

８
５
５
５
）
ま
た
は
メ
ー
ル
で
経
営
戦

略
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
寄
付
金
の
振
り
込
み
用
紙
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
郵
便
局
ま
た
は
所

定
の
金
融
機
関
か
ら
振
り
込
み
く
だ
さ

い
。

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う
人
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
寄
付
と

い
う
形
で
実
現
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
始
ま
り
、
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
１
年
間
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
営
戦
略
課　

☎
23-

２
１
１
５

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

♥

平成20年度ふるさと納税実績
（平成20年６月～平成21年３月）

寄付件数
東北 2
関東 10
関西 5
九州 5
合計 22

寄付金を活用して行う４つの事業

全国各地からの
ふるさと納税

開
始
か
ら
１
年

①ふるさと子ども支援　2,326,000 円

地域で子どもを育てる
体験活動支援事業

市民公益活動推進事業

環境教育推進事業

芸術文化アウトリーチ事業

親子絵本ふれあい事業

こども発達センター運営
事業

②ふるさとまちづくり支援　300,000 円

③ふるさと環境支援　300,000 円

④ふるさとスポーツ・文化振興支援　300,000 円

家庭、学校および地域が協働し、または複数の社会教育
関係団体が連携して、青少年の健全育成のために行う体
験活動などを支援します。

読み聞かせの大切さを知ってもらうため、毎月２回親子
絵本ふれあい講座を開催します。また、幼児期用の絵本
などの紹介を行います。

小中学生に生の芸術文化に触れる機会をつくります。
また、青少年ミニシアター、芸術劇場を開催します。

市民公益活動の活性化と協働のまちづくりを推進するた
め、活動を行う団体に対する補助や市民講座などの啓発
活動を行います。

日常の診察や訓練を必要とする発達障がいなどの診断を
行うとともに、専門職による必要な支援を行います。また、
保健・福祉・教育の連携と情報の共有化、就学後の連携
のためのネットワークを強化します。

市の環境の現状や環境保全活動などの情報提供を通して、
環境への関心を高めてもらうとともに、環境配慮行動の
啓発を図り環境活動リーダーの育成を目指します。
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出
店
の
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
始
ま
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

　

自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
夢
見
る
人

た
ち
へ
の
創
業
支
援
を
目
的
に
始
ま
っ

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
４
月
25

日
、
４
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

６
年
目
と
な
る
今
回
は
、
焼
き
菓
子
、

駄
菓
子
を
販
売
す
る
２
店
の
継
続
店
に

加
え
、
盆
栽
、
メ
ダ
カ
を
販
売
す
る
２

店
が
新
た
に
出
店
。
店
舗
横
の
ド
リ
ー

ム
プ
ラ
ザ
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
開
か
れ
、
４
人
の
挑
戦
者
た

ち
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
初
め
て
出

店
し
た
八
木
久
美
子
さ
ん（
三
股
町
）
は

「
１
年
間
し
っ
か
り
と
経
験
を
積
ん
で
、

将
来
は
自
分
の
店
を
持
て
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

霧
島
を
バ
ッ
ク
に
楽
し
く
散
歩

健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が

４
月
26
日
、
山
田
町
一
堂
ヶ
丘
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
た
め

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
14
人
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
指
導
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
運
営
に
参
加
。
２
０
０
人
の
参
加

者
た
ち
は
、
公
園
周
辺
の
起
伏
の
あ
る

コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
楽
し

み
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ

か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
中
川

ム
ツ
子
さ
ん（
下
川
東
二
丁
目
）は「
初

め
て
こ
の
公
園
に
き
ま
し
た
が
、
霧
島

の
眺
め
が
い
い
で
す
ね
」
と
新
し
い

コ
ー
ス
の
発
見
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
待
望
の
文
化
施
設
が
完
成

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
式
典

　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ

ン
に
先
立
ち
４
月
26
日
、
開
館
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は

地
区
公
民
館
と
図
書
館
の
機
能
を
併
せ

持
っ
た
総
合
施
設
。
式
典
で
長
峯
市
長

は
「
地
域
待
望
の
施
設
が
完
成
し
、
総

合
的
な
文
化
の
中
心
地
と
し
て
活
用
を
」

と
期
待
し
ま
し
た
。
ま
た
式
典
の
後
、
多

目
的
ホ
ー
ル
で
は
郷
土
芸
能
や
舞
踊
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
施
設
の
開
館
を
祝
い

ま
し
た
。
約
３
万
５
、０
０
０
冊
を
所
蔵

す
る
図
書
館
に
は
、
子
ど
も
に
利
用
し

や
す
い
よ
う
低
い
本
棚
や
読
み
聞
か
せ

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
し
て
多
く
の

人
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

霧
島
の
恵
み
を
観
光
に
生
か
し
て

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
４
月
29

日
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
霧
島
連
山
を
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
登
録
し
環
境
の
教
育
や
観
光

資
源
な
ど
に
活
用
す
る
た
め
、
ま
ず
は

そ
の
地
域
の
人
に
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
２
３
０
人
の

市
民
ら
が
参
加
。
鹿
児
島
大
学
准
教
授

の
井
村
隆
介
さ
ん
が「
活
火
山　

霧
島
」

と
題
し
て
、
噴
火
の
歴
史
や
霧
島
火
山

防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
関
之
尾
滝
な
ど
の
観
光

名
所
に
触
れ
「
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た

自
然
遺
産
を
も
っ
と
観
光
に
生
か
し
て

ほ
し
い
」
と
提
言
し
ま
し
た
。
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人
の
温
か
さ
と
大
自
然
を
満
喫

笛
水
ウ
ォ
ー
ク

　

笛
水
を
訪
れ
た
人
た
ち
を
も
て
な
し

の
心
で
迎
え
る
笛
水
ウ
ォ
ー
ク
が
４
月

29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笛
水
地
区

の
自
然
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

活
性
化
委
員
会
（
竹
山
國く
に

比ひ

こ古
会
長
・

37
人
）
が
企
画
。
３
回
目
の
今
年
は
、

市
内
外
か
ら
70
人
が
参
加
し
て
、
緑
の

天
井
か
ら
木
漏
れ
日
が
そ
そ
ぐ
里
山
を

歩
き
な
が
ら
、
山
菜
を
採
っ
た
り
、
植

物
の
話
を
し
た
り
し
て
初
夏
の
大
自
然

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
後
は
、
シ
ュ
ロ
の
葉
を
使
っ
た
バ
ッ

タ
や
竹
と
ん
ぼ
作
り
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、

手
作
り
の
が
ね
や
そ
ば
な
ど
、
地
元
の

田
舎
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

市
民
の
応
援
に
感
謝
、
バ
レ
ー
教
室
で
恩
返
し

春
の
高
校
バ
レ
ー
優
勝
記
念
市
民
交
流
会

　

春
高
バ
レ
ー
で
初
優
勝
し
た
都
城
工

業
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
優
勝
記
念

市
民
交
流
会
が
４
月
29
日
、
同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
応
援
し
て
く
れ

た
市
民
へ
の
恩
返
し
に
開
い
た
バ
レ
ー

教
室
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学

校
の
部
活
動
生
ら
約
２
０
０
人
が
参

加
。
鍋
倉
監
督
や
選
手
か
ら
レ
シ
ー
ブ

な
ど
の
指
導
を
受
け
た
り
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
、
あ
こ
が
れ
の
選
手
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク

練
習
で
ジ
ャ
ン
プ
を
競
っ
た
黒
木
奎け
い
す
け輔

君（
沖
水
中
３
年
）は「
高
さ
に
驚
い
た
。

将
来
は
都
工
バ
レ
ー
部
で
活
躍
し
て
み

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

若
武
者
参
上

高
城
歴
史
資
料
館
鎧
兜
の
試
着
体
験

　

端
午
の
節
句
に
あ
わ
せ
て
５
月
３
日

か
ら
５
日
、
高
城
歴
史
資
料
館
で
鎧
よ
ろ
い
か
ぶ
と兜

の
試
着
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

鎧
兜
は
都
城
島
津
家
中
興
の
祖
と
い
わ

れ
た
北
郷
忠た
だ
す
け相
が
着
用
し
た
鯨く
じ
ら

鰭ひ
れ
な
ん
ば
ん

南
蛮

胴ど
う

具ぐ
そ
く足

を
模
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
頭

に
取
り
付
け
ら
れ
た
Ⅴ
字
型
の
鯨
鰭
が

目
を
引
く
も
の
。
会
場
で
は
、
鎧
兜
に

身
を
包
ん
だ
わ
が
子
の
り
り
し
い
姿
を

写
真
に
収
め
る
親
子
の
光
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
家
族
で
訪
れ
て
い
た
山
元

伸
一
郎
さ
ん
（
三
股
町
）
は
「
将
来
は

侍
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
わ
が
子
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
い
ま
し
た
。

華
麗
な
プ
レ
ー
で
観
客
を
魅
了

Ｊ
Ｂ
Ｖ
ツ
ア
ー
２
０
０
９

　

日
本
を
代
表
す
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
熱
い
戦
い
を
見
せ

る
Ｊ
Ｂ
Ｖ
ツ
ア
ー
が
５
月
15
日
か
ら
17

日
ま
で
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ

ン
特
設
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
４
会
場
を
転
戦
す
る
ツ
ア
ー
の
中

で
、今
年
の
第
３
戦
と
な
る
都
城
大
会
。

プ
ロ
の
技
を
間
近
で
見
よ
う
と
期
間
中

県
内
外
か
ら
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
目

当
て
の
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
高
速
料
金
割
引
を
利
用
し
て

訪
れ
た
田
中
洋
介
さ
ん
（
熊
本
県
）
は

「
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
迫
力
満
点
。
応

援
し
て
い
る
チ
ー
ム
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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畑
中　

利
雄
さ
ん

鍼し
ん
き
ゅ
う灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
を
営
み
な
が
ら

障
が
い
福
祉
の
推
進
に
尽
力
し

春
の
褒
章
で
黄お

う
じ
ゅ綬

褒
章
を
受
章

た
め
生
ま
れ
つ
き
右
目
の
視
力
が
な

く
、
19
歳
の
時
に
は
、
け
が
で
左
目

の
視
力
も
失
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

境
遇
の
中
、
県
立
盲
学
校
で
、
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
資
格
を

取
得
。
卒
業
後
、
福
岡
で
鍼
灸
師
の

免
許
も
取
得
し
、
京
都
、
岐
阜
、
和

歌
山
な
ど
の
鍼
灸
院
で
修
行
し
た

後
、
昭
和
51
年
に
帰
郷
し
鍼
灸
院
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

鍼
灸
院
を
営
む
傍
ら
、
視
覚
障
が

い
を
持
つ
人
た
ち
か
ら
の
相
談
を
受

け
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
す

る
都
城
視
覚
障
害
者
福
祉
会
（
会
員

60
人
）
に
も
所
属
し
、
事
務
局
長
や

会
長
な
ど
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
、

障
が
い
福
祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
視
覚
障
が
い
者
は
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
。
ス
ト
レ
ス
解
消
や
親

睦
を
深
め
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
料
理
教
室
な
ど
を
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
10
月
に
は
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
「
歌
と
演
奏
の
集
い
」

も
予
定
し
て
い
ま
す
」
と
会
員
の
た

め
に
汗
を
流
す
畑
中
さ
ん
。

　

今
年
か
ら
、
会
員
が
一
人
で
悩
み

事
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
会
員
相

互
に
支
え
あ
う
訪
問
サ
ポ
ー
ト
も
新

た
に
始
め
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
「
治
療
で
体
が
軽

く
な
っ
た
。
腰
痛
が
治
っ
た
」
と
い

う
喜
び
の
声
を
聞
く
の
が
何
よ
り
う

れ
し
い
と
話
す
畑
中
さ
ん
。
患
者
の

笑
顔
を
糧
に
こ
れ
か
ら
も
、
鍼
灸
師

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

春
の
褒
章
が
４
月
29
日
付
で
発

表
さ
れ
、
鍼し
ん
き
ゅ
う灸

マ
ッ
サ
ー
ジ

業
を
営
む
畑
中
利
雄
さ
ん
（
鷹
尾

一
丁
目
、
62
歳
）
が
、
５
月
19
日
に

東
京
の
厚
生
労
働
省
で
黄お
う
じ
ゅ綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。「
業
務
に
励
み
、

他
の
人
の
模
範
と
な
る
人
」
に
贈
ら

れ
る
黄
綬
褒
章
。
畑
中
さ
ん
が
障
が

い
を
持
ち
な
が
ら
33
年
間
に
わ
た
っ

て
仕
事
に
励
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
、こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

畑
中
さ
ん
は
、
先
天
性
緑
内
障
の

1�2009.6



山
尾　

伸
一
さ
ん

庄内小学校

山
尾　

伸
一(

や
ま
お　

し
ん
い
ち)

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

都
城
西
高
校
３
年
時
、
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
か
ら
ド
ラ
フ
ト
指
名
さ
れ
プ

ロ
野
球
選
手
に
な
り
ま
し
た
。
退
団

後
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
い
う

仕
事
を
目
標
に
、
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
専
門
学
校
へ
通
い
、

免
許
を
取
得
し
、
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
経
験
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
再
び
野
球
の

世
界
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

正
直
、
当
時
は
都
城
を
思
い
出
す

こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ

10
年
近
く
毎
年
の
よ
う
に
プ
ロ
野
球

キ
ャ
ン
プ
で
宮
崎
へ
。

　

毎
回
、
母
の
墓
参
り
を
兼
ね
て
都

城
へ
帰
っ
て
は
、
中
央
通
り
を
散
策

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
へ
遠
征
す
る
際
、
暇

を
見
つ
け
て
は
、
都
城
西
高
校
野
球

部
の
後
輩
が
経
営
す
る
飲
食
店
に
先

輩
た
ち
と
集
ま
り
ま
す
。「
霧
島
」

を
飲
み
交
わ
し
な
が
ら
、「
昔
の
ミ

ヤ
コ
ン
ジ
ョ
は
…
」「
最
近
の
ミ
ヤ

コ
ン
ジ
ョ
は
…
」
な
ど
と
、
延
々
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
都
城
の
土
地
や
人
が
好
き

な
の
で
し
ょ
う
ね
！

　

僕
自
身
、
ず
っ
と
野
球
の
世
界
に

か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
、
特
に
都
城

の
皆
さ
ん
の
野
球
で
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
都
城
市
内
の
高
校
野

球
部
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
、夏
の
予
選
は
も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

選
手
の
活
躍
が
新
聞
紙
面
を
飾
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

で
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
サ
ギ
や
ニ
ワ

ト
リ
、
コ
イ
な
ど
を
飼
育
し
て
い
ま

す
。

　

庄
内
小
の
自
慢
は
、「
熊く

ま
そ襲

踊
り
」

「
南な

ん
し
ゅ
う洲

太
鼓
」「
水
道
音
頭
」「
夫み

と婦

踊
り
」
の
４
つ
の
民
俗
芸
能
を
代
々

６
年
生
が
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
で

す
。
毎
年
、
学
習
発
表
会
や
老
人
福

祉
施
設
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
１
つ
、
６
年
生
が

受
け
継
い
で
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
朝
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。
校
門
の
落
ち
葉
な
ど
を
ほ
う

き
で
掃
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
４
年
生
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

学
校
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。　

　

私
た
ち
は
、
庄
内
小
に
受
け
継
が

れ
た
こ
れ
ら
の
伝
統
を
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

庄
内
小
学
校　
　
　
　
　
　

庄
内
町
１
２
６
８
０
番
地

☎
37

−

０
５
２
５

「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
、

元
気
い
っ
ぱ
い
」

６
年　

東　

香か

よ

こ
葉
子

６
年　

西
垣　

由
奈

６
年　

坂
本　

純ま
す
み美

６
年　

竹
中　

美
咲

◎学校のシンボル
「樹齢約400年の

イチイガシの木」

校門でいつも私たちみんなを
見守ってくれる大きな木です。
これからも大切にしていきた
いです。

昭
和
43
年
生
ま
れ
。
都
城
西
高
校
卒
業
。　

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
。　

個
人
契
約
し
た
プ
ロ
野
球
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
メ
ニ
ュ
ー
作
成
、
体
調
管
理
、
体
の
ケ
ア
を

行
う
。

【
応
援
し
て
い
ま
す
！　

都
城
！
】

　

私
た
ち
が

毎
日
通
っ
て

い
る
庄
内

小
学
校
は
、

全
校
児
童

２
０
９
人
で

す
。
自
然
が

い
っ
ぱ
い
で

み
ん
な
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
学
校

で
、
森
の
散
歩
道
や
ビ
オ
ト
ー
プ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
南
庭
の
広
い
芝
生

で
は
、
昼
休
み
時
間
に
四
つ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
ー
を
見
つ
け
た
り
、
鬼
ご
っ

こ
を
し
た
り
し
て
思
い
っ
き
り
遊
ん
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山
村
定
住
住
宅
入
居
者

　

山
村
定
住
住
宅
は
、
５
年
間
入
居
し
た

後
、
適
正
な
価
格
で
譲
渡
を
行
う
住
宅
で

す
。（
譲
渡
予
定
年
度
は
平
成
26
年
度
）

●
申
込
期
間　

　

６
月
１
日
㈪
～
７
月
10
日
㈮

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
募
集
団
地
・
家
賃

①
笛
水
団
地
Ａ
棟
（
高
崎
町
笛
水
）

　

平
成
10
年
度
建
築
、
木
造
平
屋
１
戸
建

　

４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
万
２
、０
０
０
円

問　
高
崎
総
合
支
所
建
設
課

　
　
　

☎
62

−

１
１
１
１

②
丸
岡
元
団
地
Ｆ
棟（
山
之
口
町
山
之
口
）

　

平
成
９
年
度
建
築
、
木
造
平
屋
１
戸
建

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
万
５
、０
０
０
円

問　
山
之
口
総
合
支
所
建
設
課

　
　
　

☎
57

−

３
１
１
１

●
入
居
資
格

①
市
内
に
居
住
も
し
く
は
勤
務
し
、
ま
た

　

は
新
た
に
居
住
す
る
人

②
住
宅
へ
の
定
住
を
希
望
す
る
意
志
が
あ

　

り
、
申
込
者
の
年
齢
が
20
歳
～
50
歳
ま

　

で
の
人

③
住
宅
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と

④
１
人
以
上
の
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

⑤
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑥
５
年
間
入
居
後
、
譲
渡
を
希
望
し
引
き

　

続
き
居
住
し
続
け
る
意
志
が
あ
る
人

※
提
出
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
総
合

　

支
所
建
設
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

国
家
公
務
員
Ⅲ
種

●
対
象　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～

平
成
４
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

●
受
付　

６
月
23
日
㈫
～
30
日
㈫

●
１
次
試
験　

９
月
６
日
㈰

問　

人
事
院
九
州
事
務
局
（
〒
812

−

０
０
１
３　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

２

−

11

−

１
）

☎
０
９
２

−

４
３
１

−

７
７
３
３

放
送
大
学
生

【
平
成
21
年
度
第
２
学
期
生
】

●
募
集
期
間　

　

６
月
15
日
㈪
～
８
月
31
日
㈪

●
対
象　

教
養
学
部
、
大
学
院
修
士
選
科

生
・
修
士
科
目
生

【
平
成
22
年
度
大
学
院
生
（
修
士
全
科
）
】

●
募
集
期
間　

　

８
月
21
日
㈮
～
９
月
11
日
㈮

問　
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
９
８
２

−

53

−

１
８
９
３

障
が
い
児
就
労
サ
ポ
ー
ト
事
業

ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
ー
タ
ー

　

障
が
い
を
持
つ
中
学
生
の
仕
事
体
験

「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」
に
同
行
・
サ
ポ
ー
ト
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

18
歳
以
上
で
、
責
任
を
持
っ
て

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ

に
参
加
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
で
は
な

い
人　

※
資
格
不
要

●
条
件  

週
１
回
１
時
間
程
度
の
活
動　

※
活
動
費
は
支
給

問　
都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校　

　
　
　

☎
25

−

１
８
７
８

高
校
生
の
税
の
作
文

　

税
や
税
務
署
へ
の
意
見
、
税
を
学
習
し

て
思
っ
た
こ
と
、
税
に
か
か
わ
る
体
験
談

を
聞
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
を
１
、２
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
７
日
㈪
ま
で
に
、

　
　

熊
本
国
税
局
国
税
広
報
広
聴
室　

　
　

☎
０
９
６

−

３
５
４

−

６
１
７
１

問　
都
城
税
務
署　

☎
22

−

４
３
７
７

お
か
げ
祭
り
参
加
者

　

都
城
の
夏
の
風
物
詩
「
お
か
げ
祭
り
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

７
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭
に
開
催

さ
れ
る
お
か
げ
祭
り
に
、
み
こ
し
の
担
ぎ

手
、
囃は
や
し子

、
跳は

ね
人と

と
し
て
参
加
で
き
る

人※
３
歳
以
上
、
性
別
不
問

●
受
付
日
時　

６
月
中
の
毎
週
火
・
金
曜

日　

19
時
30
分
～
21
時

●
練
習
場
所　

神
柱
公
園

問　
お
か
げ
祭
り
振
興
会　

　
　

☎
21

−

４
８
３
５
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ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
日
時　

6
月
24
日
㈬　

12
時
20
分
～

●
出
演                    

　

ま
ー
る
工
房
（
コ
ー
ラ
ス
）

問　
秘
書
広
報
課  
☎
23

−

３
１
７
４

再
就
職
準
備
（
Re
・
Be
ワ
ー
ク
）

セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

　

育
児
や
介
護
な
ど
で
職
業
生
活
を
中
断

し
、
再
就
職
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
必
要
と
な
る
基
礎
知
識
を
身

に
付
け
、
再
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

●
日
時　

６
月
24
日
㈬　

13
時
～
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
定
員  

20
人　

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
内
容  

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
坂
井
淳

子
さ
ん
に
よ
る
講
演「
話
し
方
で
変
わ
る
・

変
え
ら
れ
る
あ
な
た
の
印
象
」
ほ
か

問　
21
世
紀
職
業
財
団　

　
　

☎
０
９
８
５

−

20

−

２
０
１
９

る
ん
る
ん
子
育
て
教
室

●
日
時　

７
月
22
日
㈬　

14
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

●
内
容　

小
児
科
医
丸
山
浩
一
さ
ん
に
よ

る
講
演
～
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
病
気

と
対
応

●
対
象
・
定
員　

乳
幼
児
と
そ
の
家
族
、

30
組　

※
要
申
し
込
み
、
託
児
あ
り

問　
こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
各
科
定
員
10

人
で
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
着
付
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

①
朝
の
部　

10
時
～
12
時
、
７
月
２
日
㈭

②
昼
の
部　

13
時
～
15
時
、
７
月
２
日
㈭

③
夜
の
部　

19
時
～
21
時
、
７
月
２
日
㈭

●
費
用　

１
万
１
、０
０
０
円

【
洋
裁
科
（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

①
毎
週
木
曜
日　

10
時
～
15
時
、

　

７
月
２
日
㈭

②
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日　

９
時
～
13
時
、

　

７
月
11
日
㈯

●
費
用　

①
４
万
円　

②
２
万
円

【
手
編
科
（
１
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

　

10
時
～
15
時
、
７
月
７
日
㈫

●
費
用　

５
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日　

　

18
時
～
21
時
、
７
月
６
日
㈪

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

※
雇
用
保
険
加
入
者
は
３
万
７
、０
０
０
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
資
格
取
得
コ
ー
ス（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日　

　

18
時
～
21
時
、
７
月
６
日
㈪

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

※
雇
用
保
険
加
入
者
は
３
万
７
、０
０
０
円

【
経
理
事
務
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
・
木
曜
日　

　

18
時
30
分
～
21
時
、
８
月
18
日
㈫

●
費
用　

３
万
円

※
雇
用
保
険
加
入
者
は
２
万
５
、０
０
０
円

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
～
12
時
、

　

７
月
３
日
㈮

②
隔
週
土
曜
日  

９
時
～
12
時
、

　

７
月
11
日
㈯

●
費
用　

①
②
と
も
２
万
１
、０
０
０
円

問　
都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　

☎
23

−

２
３
１
６

離
乳
食
教
室

●
日
時　

７
月
10
日
㈮　

９
時
30
分
～

●
場
所　

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）
※
要
申
し
込
み

問　
こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４
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●
日
時　

６
月
21
日
㈰　

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
対
象　

踊
り
に
興
味
が
あ
る
人

●
参
加
費　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
資
料
・
保
険
料
含
む
）

　

都
城
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会  

　
　

☎
25

−

５
７
０
５
（
井
上
）

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

●
日
時　

７
月
30
日
㈭

①
給
油
取
扱
所
従
事
者　

　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

②
給
油
取
扱
所
従
事
者
以
外
の
人

　

14
時
～
17
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

問　
６
月
18
日
㈭
～
26
日
㈮
の
間
に
、

受
講
申
請
書
に
4
、
７
０
０
円
の
「
宮
崎

県
収
入
証
紙
」
を
張
り
持
参
ま
た
は
郵
送

で
、
宮
崎
県
危
険
物
安
全
協
会
（
〒
880

−

０
８
０
４　

宮
崎
市
宮
田
町
１

−

11
）　

☎
０
９
８
５

−

22

−

１
８
６
８

よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

５
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。

【
英
会
話
教
室
】

●
日
時　

毎
週
金
曜
日　

19
時
～
21
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
学
習
料　

１
回
５
０
０
円
～
７
５
０
円

※
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

問　
き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

都
城
工
業
高
校
開
放
講
座

親
子
も
の
づ
く
り
講
座

●
日
時
・
場
所
・
内
容                    

①
8
月
1
日
㈯　

９
時
～
16
時
30
分

　

Ｐ
Ｉ
Ｃ
タ
イ
マ
ー
の
製
作

②
8
月
2
日
㈰　

９
時
～
16
時
30
分

　

木
工
教
室
（
ミ
ニ
工
具
箱
、
ペ
ン
ス
タ

　

ン
ド
の
製
作
）

③
8
月
8
日
㈯　

９
時
～
17
時

　

化
学
実
験
（
七
宝
焼
き
、
葉
脈
し
お
り

　

作
り
）

●
対
象
・
定
員　

も
の
づ
く
り
に
興
味
が

あ
り
、
親
子
で
参
加
で
き
る
人
。
10
組

※
小
学
５
年
生
以
上
、
子
ど
も
だ
け
の
参

　

加
は
不
可
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
受
講
料　

１
、２
０
０
円

問　
往
復
は
が
き
に
参
加
希
望
日
（
内

容
）
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

参
加
者
の
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
性
別
、

年
齢
を
明
記
し
、
６
月
15
日
㈪
～
30
日
㈫

の
間
に
、
都
城
工
業
高
等
学
校
（
〒
885

−

０
０
８
４　

五
十
町
２
４
０
０
番
地
）　

☎
22

−
４
３
４
９

都
城
高
等
専
門
学
校
公
開
講
座

【
海
外
旅
行
で
役
立
つ
英
会
話（
初
級
編
）】

●
日
程　

６
月
17
日
㈬
・
19
日
㈮
・
22
日

㈪
・
24
日
㈬
・
26
日
㈮
の
19
時
～
21
時

●
場
所　

都
城
高
専

●
定
員　

25
人　

※
先
着
順

●
費
用　

６
、４
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）

問　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に

　
　
　

都
城
高
専　

☎
47

−

１
３
０
６

健
康
教
室
（
無
料
）

●
日
程
・
テ
ー
マ

　

６
月
19
日
㈮　

大
腸
が
ん

　

７
月
17
日
㈮　

糖
尿
病

●
時
間　

15
時
～
16
時

●
場
所　

三
州
病
院
（
花
繰
町
）

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

問　
三
州
病
院　

☎
22

−

０
２
３
０

都
城
さ
く
ら
聴
覚
支
援
学
校
開
放
講
座

学
校
へ
行
こ
う
！
～
さ
く
ら
に
集
ま
れ
～

●
日
時　

６
月
20
日
㈯
～　

全
７
回

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
対
象
・
定
員　

聴
覚
障
が
い
に
関
心
が

あ
る
人
、
30
人

●
内
容　

聴
覚
障
が
い
者
と
の
交
流
な
ど

問　
各
開
講
日
の
３
日
前
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
都
城
さ
く
ら

聴
覚
支
援
学
校　

☎
22

−

０
６
８
５　

Fax 

22

−

０
６
２
８

Ｅ
メ
ー
ル　

toro@
m

iyazaki-c.ed.jp

「
民
踊
」
講
習
会

　

六
月
灯
や
地
区
行
事
で
つ
か
え
る
踊
り

を
講
習
し
ま
す
。
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剪せ
ん
て
い定

・
庭
管
理
講
習
（
無
料
）

●
期
間　

７
月
２
日
㈭
～
15
日
㈬

●
場
所　

早
水
公
園
み
ど
り
の
相
談
所

●
対
象
・
定
員　

県
内
在
住
の
求
職
者
で
、

お
お
む
ね
60
歳
代
前
半
の
人
、
20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問　
６
月
16
日
㈫
ま
で
に
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
880

−

０
８
６
７　

宮

崎
市
瀬
頭
２
丁
目
６

−

14
）

☎
０
９
８
５

−

31

−

３
７
７
５

Fax 

０
９
８
５

−

31

−

３
７
７
６

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
（
無
料
）

●
日
時　

６
月
19
日
㈮　

14
時
～

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
教
育

研
修
棟
（
祝
吉
町
）

●
内
容　
「
糖
尿
病
は
な
ぜ
こ
わ
い
？
」

　
　
　
　
「
糖
尿
病
の
食
事
療
法
」

●
定
員　

80
人
（
申
し
込
み
不
要
）

問　
国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　

☎
23

−

４
１
１
１

●
場
所　

中
央
公
民
館　

第
２
研
修
室

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

☎
23

−

７
１
４
６　

Fax 

21

−

３
０
３
４

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時  

６
月
17
日
㈬　

18
時
～
21
時　

●
場
所  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

９
人
程
度　

※
要
予
約 

問　
宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部　

　
　

☎
25

−

３
２
４
０　

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

６
月
16
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　
工
業
振
興
課　

☎
23

−

２
７
５
３

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

　

身
体
計
測
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
（
受
付
時
間
）・
場
所                    

６
月
19
日
㈮　

13
時
30
分
～
14
時

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

６
月
23
日
㈫　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー 

（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　
こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

６
月
16
日
㈫　

14
時
～
16
時

◎
法
律
相
談

　

６
月
23
日
㈫　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23

−

７
１
５
７

心
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
医
な
ど
の
専
門
家
が
無
料
の
健

康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
開
設
日

７
月
７
日
㈫
・
９
日
㈭
・
15
日
㈬
・
23
日
㈭

８
月
４
日
㈫
・
13
日
㈭
・
21
日
㈮
・
27
日
㈭

９
月
３
日
㈭
・
18
日
㈮
・
24
日
㈭
・
29
日
㈫

●
開
設
時
間　

13
時
～
16
時

問　
宮
崎
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
８
５

−

62

−

２
５
１
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
相
談
（
無
料
）

　

宮
崎
県
生
活
・
協
働
・
男
女
参
画
課
と

合
同
で
、
法
人
制
度
や
申
請
手
続
き
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

７
月
９
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
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は
か
り
の
検
査

　

商
取
引
や
証
明
行
為
に
使
用
す
る
は
か

り
は
、
必
ず
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
回
は
山
之
口
、
高
城
、
山
田
、

高
崎
地
区
が
対
象
で
す
。

●
計
量
士
の
検
査　

県
の
検
査
の
前
に
登

録
計
量
士
が
巡
回
検
査
を
行
い
、
こ
の
検

査
に
合
格
す
る
と
県
の
検
査
は
免
除
さ
れ

ま
す
。
計
量
士
の
検
査
は
、
県
が
行
う
定

期
検
査
の
実
施
日
の
前
日
ま
で
受
け
ら
れ

ま
す

●
計
量
士
検
査
の
利
点

①
使
用
し
て
い
る
状
態
で
検
査
す
る
の

　

で
、
正
し
い
計
量
に
役
立
つ

②
指
定
さ
れ
た
時
間
・
場
所
に
持
っ
て
行

　

か
な
く
て
よ
い

③
運
搬
し
な
く
て
よ
い

④
軽
微
な
修
理
や
、
は
か
り
の
使
い
方
の

　

指
導
が
受
け
ら
れ
る

●
登
録
計
量
士                    

大
坪　

隆
（
大
王
町
）
☎
22

−

１
２
３
６

大
坪
清
泰
（
平
江
町
）

西
川
健
一
（　

〃　

）         

☎
24

−

８
４
６
０

辻
村
雄
一
（
松
元
町
）
☎
22

−

１
０
７
１

●
県
の
定
期
検
査
日
程              

７
月
１
日
㈬

高
城
総
合
支
所

７
月
３
日
㈮

山
之
口
総
合
支
所

７
月
６
日
㈪

高
崎
総
合
支
所

７
月
８
日
㈬

山
田
体
育
館

●
時
間　

10
時
30
分
～
15
時

問　
宮
崎
県
計
量
検
定
所

　
　

☎
０
９
８
５

−

58

−

２
９
２
９

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
で
は
、

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
電

話
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
日
時　

毎
週
土
曜
日　

　
　
　
　
　
　

14
時
～
16
時

●
電
話
相
談　

☎
36

−

０
７
４
０

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所                    

６
月
18
日
㈭　

９
時
～
12
時 

中
央
公
民
館

問　
秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

胃
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
対
象　

昭
和
45
年
4
月
1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人           

都
城
地
域

７
／
１
㈬
五
十
市
地
区
公
民
館

７
／
７
㈫
沖
水
地
区
公
民
館

７
／
16
㈭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

高
城
地
域

７
／
８
㈬
高
城
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

７
／
９
㈭
石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

７
／
14
㈫
高
城
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

７
／
15
㈬
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

山
田
地
域

７
／
28
㈫
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

７
／
30
㈭
木
之
川
内
体
育
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

７
時
30
分
～
９
時

※
都
城
地
域
は
８
時
～
11
時

●
そ
の
他　

４
月
１
日
以
降
に
同
等
の
が

ん
検
診
を
受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。
今
年
度
か
ら
、
都
城
地
域
の
胃
が
ん

検
診
は
30
分
ご
と
に
８
人
ず
つ
受
け
付
け

ま
す

●
検
診
料　

９
０
０
円

※
た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世

帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

は
、
保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る

各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を

提
示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

問  

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　

梅
雨
の
時
期
に
は
、
家
畜
の
ふ
ん
尿
に

よ
る
に
お
い
や
害
虫
発
生
、
降
雨
時
の
ふ

ん
尿
流
出
に
対
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
畜
舎
の
清
掃
や
た
い
肥
舎
、
運
動
場

の
適
正
な
管
理
を
行
う
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
家
畜
排
せ
つ
物
法
の
管
理

基
準
に
従
っ
て
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適
正
な

処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
畜
産
課　

☎
23

−

２
７
６
９
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年
４
月
～
現
在
ま
で
の
間
に
接
種
を
済
ま

せ
た
人
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す

※
３
・
４
期
は
平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間

の
経
過
措
置
で
す
の
で
、
１
・
２
期
の

人
が
３
・
４
期
の
対
象
年
齢
に
達
し
た

と
き
に
接
種
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

問　
こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

●
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た

し
、
本
人
ま
た
は
同
居
家
族
に
よ
る
寝
具

の
衛
生
管
理
が
困
難
な
人

※
入
院
、
入
所
者
は
除
く

①
要
介
護
１
～
５
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

　

状
態
の
65
歳
以
上
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以

　

上
で
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
の
人

●
利
用
料　

４
０
０
円

●
洗
濯
内
容　

掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布

　

６
月
30
日
㈫
ま
で
に
各
地
区
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

●
寝
具
の
回
収
日　

７
月
27
日
㈪（
祝
吉
・

沖
水
・
妻
ヶ
丘
・
小
松
原
・
五
十
市
・
横

市
・
姫
城
・
中
郷
地
区
）

７
月
30
日
㈭
（
志
和
池
・
庄
内
・
西
岳
・

高
崎
・
山
田
・
山
之
口
・
高
城
地
区
）

※
市
の
委
託
業
者
が
自
宅
へ
回
収
・
配
達

　

し
ま
す
。
回
収
の
時
間
は
、
後
日
市
か

　

ら
連
絡
し
ま
す

問　
介
護
保
険
課　

☎
23

−

３
１
８
４

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型

医
療
施
設
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）

の
居
住
費
（
滞
在
費
）
お
よ
び
食
費
は
自

己
負
担
で
す
が
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
な

ど
の
低
所
得
の
人
は
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　

軽
減
措
置
を
受
け
る
に
は
、
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
申
請
を
行
い
、
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
「
介

護
保
険
負
担
限
度
額
証
」
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
６
月
30
日
㈫
ま
で
に
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
な
お
、
７
月
以
降
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
の
課

税
状
況
な
ど
に
よ
り
認
定
し
ま
す
の
で
、

前
年
度
の
認
定
内
容
と
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
課　

　
　

☎
23

−

２
１
１
４

　
　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

中
心
市
街
地

空
店
舗
対
策
事
業
費
補
助
金

　

中
心
市
街
地
の
重
点
地
区
内
に
お
い

て
、
一
定
要
件
を
満
た
す
空
き
店
舗
を
活

用
し
て
事
業
を
行
う
人
（
企
業
）
に
、
店

舗
の
改
装
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象　

空
き
店
舗
の
要
件
を
満
た
し
、

小
売
り
、
飲
食
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
営

む
人
、ま
た
は
営
も
う
と
す
る
人
（
企
業
）

●
補
助
対
象
経
費　

店
舗
改
装
費

※
備
品
、
什
器
（
じ
ゅ
う
き
）、
過
剰
な

　

改
装
費
な
ど
は
除
く

●
補
助
額  

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
、
最
高
限
度
額
１
０
０
万
円

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

問　
商
業
観
光
課　

☎
23

−

２
９
８
３

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　

平
成
21
年
度
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象                          

１
期
１
歳
～
２
歳
未
満
の
人

２
期

平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

（
来
年
４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
人
）

３
期

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

（
現
在
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）

４
期

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

（
現
在
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）

 

●
接
種
料
金  

対
象
年
齢
内
で
あ
れ
ば
無
料　

※
２
～
４
期
の
人
は
平
成
22
年
３
月
31
日

㈬
ま
で
無
料

●
そ
の
他  

す
で
に
麻
し
ん
、
風
し
ん
の

両
方
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
、
右
の

接
種
対
象
者
（
１
～
４
期
）
で
、
平
成
21
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社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
制
度

●
対
象
サ
ー
ビ
ス　

市
に
申
し
出
の

あ
っ
た
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
通
所
介

護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
訪
問

介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
施
設
サ
ー
ビ

ス
、
こ
れ
に
伴
う
食
費
、
居
住
費
（
滞

在
費
）、
宿
泊
費

※
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
含
む

●
対
象
者

　

介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
く
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
で
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
、
生
計
が
困
難
と
市
が
認
め
た

人①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０
万

円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

②
預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え

る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し
た

額
以
下

③
世
帯
が
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家

屋
、
そ
の
ほ
か
日
常
生
活
の
た
め
に

必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し
得
る
資

産
を
所
有
し
て
い
な
い

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い

を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
人

●
手
当
月
額  

①
３
歳
未
満　

一
律
１
万
円　

②
３
歳
以
上

　

第
１
・
２
子
５
、０
０
０
円

　

第
３
子
以
降
１
万
円　

※
請
求
月
の
翌
月
か
ら
支
給

●
そ
の
他　

出
生
、
死
亡
、
離
婚
、
転

出
や
転
入
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
、
市
民
課
と
は
別
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。
公
務
員
は
勤
務
先
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

◎
「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提
出

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、毎
年
６
月
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
児
童
手
当
に
は

所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、
前
年
の
所
得

や
６
月
１
日
現
在
の
子
ど
も
の
養
育
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
届
け
出
で
す
。

該
当
者
に
は
、
６
月
中
旬
に
「
現
況
届

用
紙
」
な
ど
を
発
送
し
ま
す
。
必
要
書

類
を
そ
ろ
え
て
、
７
月
３
日
㈮
ま
で
に

市
役
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
児
童

と
同
居
で
、
記
載
事
項
に
変
更
が
な
い

場
合
は
郵
送
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
提
出

が
な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
は
支
給

さ
れ
な
い
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
昨
年
度
所
得
超
過
で
児
童
手
当
が
受

給
さ
れ
な
か
っ
た
人

　

平
成
20
年
度
は
所
得
超
過
で
児
童
手

当
が
受
給
さ
れ
な
か
っ
た
人
で
、
平
成

21
年
度
所
得
額
が
限
度
額
よ
り
少
な
い

場
合
や
扶
養
人
数
が
増
え
た
場
合
な

ど
認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
再
度
認
定
請
求
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
こ
ど
も
課 

☎
23

−

２
６
８
４

成
人
式
説
明
会

　

新
成
人
お
よ
び
保
護
者
、
同
年
代
の

青
年
層
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
内
容　

各
地
区
で
行
う
成
人
式
の
内

容
お
よ
び
実
行
委
員
の
活
動
内
容
な
ど

●
日
程
・
会
場                    

６
月
９
日
㈫

庄
内
地
区
公
民
館

６
月
11
日
㈭

沖
水
地
区
公
民
館

６
月
16
日
㈫
※
高
崎
総
合
支
所

６
月
17
日
㈬

祝
吉
地
区
公
民
館

６
月
18
日
㈭
※
横
市
地
区
公
民
館

６
月
19
日
㈮
※
志
和
池
地
区
公
民
館

６
月
22
日
㈪

中
郷
地
区
公
民
館

６
月
23
日
㈫

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

６
月
23
日
㈫
※
山
之
口
地
区
公
民
館

６
月
24
日
㈬
※
小
松
原
地
区
公
民
館

６
月
24
日
㈬
※
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

６
月
25
日
㈭

五
十
市
地
区
公
民
館

６
月
26
日
㈮

中
央
公
民
館

６
月
29
日
㈪
※
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
月
30
日
㈫
※
西
岳
地
区
公
民
館

●
時
間　

19
時
～　

※
印
は
19
時
30
分
～

問　
生
涯
学
習
課　

☎
23

−

９
５
４
５

※
生
活
保
護
受
給
者
お
よ
び
旧
措
置
入

所
者
で
利
用
者
負
担
割
合
が
５
㌫
以

下
の
人
に
つ
い
て
は
、
軽
減
制
度
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
申
請
者
（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯
全

員
の
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類

※
源
泉
徴
収
票
、
年
金
支
払
通
知
書
、

そ
の
ほ
か
収
入
を
証
す
る
書
類

②
申
請
者
（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯
全

員
の
預
金
通
帳
（
定
期
預
金
含
む
）、

印
鑑
（
認
め
印
可
）

③
申
請
者
（
対
象
者
）
の
健
康
保
険
証

●
そ
の
他　

す
で
に
「
社
会
福
祉
法
人

等
利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証
」
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
６
月
30
日
㈫
ま
で
に
更

新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
７
月
以
降

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

度
の
課
税
状
況
な
ど
に
よ
り
認
定
し
ま

す
の
で
、
前
年
度
の
認
定
内
容
と
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す

問　
介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23

−

２
１
１
４

　
　
　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

児
童
手
当

◎
児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
小
学
校
修

了
前
特
例
給
付
の
振
り
込
み

　

手
当
の
６
月
期
分
（
２
～
５
月
分
）

を
６
月
10
日
㈬
に
振
り
込
み
ま
す
。

●
対
象　

小
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
認
定
請
求
書
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都
城
・
旭
川
児
童
生
徒

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

　

夏
休
み
と
冬
休
み
に
、
北
海
道
旭
川

市
の
子
ど
も
た
ち
と
す
て
き
な
思
い
出

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
夏
だ
け
、
冬
だ

け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
・
定
員　

市
内
の
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
、
20
人

　

６
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
各
学
校
長

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
夏
季
交
流
日
程

　

７
月
26
日
㈰
～
30
日
㈭

●
冬
季
交
流
日
程

　

平
成
22
年
１
月
８
日
㈮
～
11
日
㈪

●
費
用　

夏
・
冬
合
わ
せ
て

　
　
　
　

10
万
５
、０
０
０
円

問　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
月
・
水
・
金
曜
日
の
10
時
～
17
時
の
み
）

☎
24

−

５
３
１
２

こ
ど
も
基
金
活
用
事
業
補
助
金

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
子
育
て
支
援

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
自
ら
企
画
実
施
す

る
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

●
補
助
対
象
事
業

①
市
の
実
施
す
る
子
育
て
支
援
事
業
を

補
完
す
る
事
業

②
グ
ル
ー
プ
の
育
成
お
よ
び
活
動
を
支

援
す
る
事
業
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業

③
児
童
の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
活

動
お
よ
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
知

識
・
技
術
向
上
の
た
め
の
事
業

④
子
ど
も
の
自
立
支
援
活
動
事
業

●
補
助
金　

補
助
対
象
経
費
の
90
㌫
以

内　

※
上
限
30
万
円

●
そ
の
他　

審
査
会
開
催
後
に
交
付
を

決
定問　

６
月
26
日
㈮
ま
で
に
、
所
定
の

用
紙
で
こ
ど
も
課
へ　

☎
23

−

２
６
８
４

浄
化
槽
適
正
管
理
実
態
調
査

　

宮
崎
県
環
境
科
学
協
会
で
は
、
県
の

委
託
を
受
け
、県
内
す
べ
て
の
地
域（
宮

崎
市
を
除
く
）
で
、
浄
化
槽
の
設
置
状

況
な
ど
の
実
態
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
浄
化
槽
の
適
正
管
理
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
協
会
の
調
査
員
が
個
別
訪
問

し
、
聞
き
取
り
調
査
や
適
正
管
理
の
啓

発
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
調
査
予
定
期
間

本
庁
管
内　
　
　

７
月
～
22
年
３
月

総
合
支
所
管
内　

６
月
～
８
月

問　
環
境
科
学
協
会　

　
　

☎
０
９
８
５

−

51

−

４
３
３
１

刈
草
の
配
布

　

大
淀
川
の
樋
渡
橋
～
大
岩
田
橋
の
間

で
行
う
河
川
堤
防
の
除
草
工
事
で
発
生

す
る
刈
草
（
敷
わ
ら
や
堆
肥
な
ど
に
利

用
可
）
を
現
地
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
時
期
は
６
月
中
旬
以
降
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問　
国
土
交
通
省
宮
崎
河
川
国
道
事
務

所
都
城
出
張
所　

☎
23

−

２
９
４
７

休日急病診療機関
●診療時間　9：00〜18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号

６/21
㈰

宮永病院（内・胃・外） 22-2015

沖水こどもクリニック（小） 27-5656

竹田内科（内） 38-1036

浜田医院（胃・外） 22-1151

小牧病院（整） 24-1212

きたむら皮膚科
クリニック（皮・アレ） 38-7300

タケザキ
デンタルクリニック 23-8110

6/28
㈰

ふくしまクリニック
（内・消・小） 46-5001

豊栄クリニック（内） 39-2525

瀬ノ口内科（内） 25-7780

柳田クリニック（脳・外） 22-4862

姉川医院（皮・泌） 22-2205

ふたみ眼科（眼） 38-5532

武田歯科医院 23-8238

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）で
確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局

６/21
㈰

沖水、くげ、ケーアイ調剤吉尾店、
プリマリー

６/28
㈰

下長飯、そうごう都原店、都北町、
東町、薬研調剤

みやざき医療ナビ

道
路
地
下
埋
設
物
等
工
事
調
整
会
議

　

市
で
は
、
毎
年
度
初
め
に
、
不
経

済
な
道
路
の
掘
り
返
し
や
道
路
交
通

障
害
な
ど
を
事
前
に
防
止
す
る
た

め
、
水
道
配
管
や
ガ
ス
配
管
工
事
に

つ
い
て
の
調
整
会
議
を
開
い
て
、
占

用
企
業
者
と
道
路
管
理
者
の
間
や
各

担
当
課
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間
計

画
の
情
報
を
共
有
し
、綿
密
な
調
整
・

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

突
発
的
に
工
事
を
必
要
と
す
る
場
合

も
あ
り
、
や
む
を
得
ず
、
掘
り
返
し

が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
た
め

に
、
極
力
掘
り
返
し
の
機
会
を
減
ら

す
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
維
持
管
理
課　

　
　

☎
23

−

２
７
５
２
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日
程

巡　

回　

場　

所

巡　

回　

時　

間

6/18 ㈭
・

7/15 ㈬

乙
房
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
50
分

14
時
30
分
～
16
時
00
分

6/19 ㈮
・

7/9 ㈭

川
東
小
学
校

谷
頭
児
童
館

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

６/20 ㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
45
分
～
11
時
30
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

6/23 ㈫
・

7/14 ㈫

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

10
時
30
分
～
11
時
00
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

6/24 ㈬

安
久
小
学
校

小
松
原
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

13
時
10
分
～
13
時
50
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

15
時
10
分
～
15
時
40
分

6/25 ㈭
・

7/10 ㈮

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
20
分

13
時
50
分
～
14
時
20
分

14
時
40
分
～
16
時
00
分

6/26 ㈮
・

7/8 ㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
30
分
～
15
時
30
分

6/27 ㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
～
13
時
30
分

13
時
40
分
～
14
時
10
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

6/30 ㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
～
16
時
00
分

7/1 ㈬

今
町
小
学
校

梅
北
小
学
校

13
時
10
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
30
分

7/3 ㈮

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
50
分

14
時
15
分
～
15
時
30
分

7/4 ㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

一
万
城
南
部
自
治
公
民
館

11
時
20
分
～
11
時
40
分

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
00
分
～
14
時
30
分

7/7 ㈫

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
10
分
～
13
時
55
分

14
時
15
分
～
14
時
45
分

移
動
図
書
館 

く
れ
よ
ん
号

巡
回
予
定

都城市立図書館
休館日：６月16日・17日・22日・29日、７月２日・６日・13日 ／ 開館時間：9：30〜18：50
高城図書館
休館日：６月16日・21日・23日・30日、７月７日・14日　　  ／ 開館時間：9：30〜18：00

インフォメーション

読み聞かせの部屋（定員20人程度）

お話しの部屋“そら豆”
●絵本の読み聞かせ（未就学児の親子）
　６月25日㈭　11：00～11：30
本とお話の会
●６月20日㈯　14：30～
　「ほらふきだんしゃくのぼうけん」
●７月11日㈯　14：30～
　「ポンペリポッサ」

●問い合わせ
　都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

どんな本よりも面白い物語が
書かれた「本の体」を持つブッ
クバードは、人々に追い回さ
れて逃げ出してしまいます。

絵巻物、浮世絵から現代のマ
ンガにまで描かれてきた、ど
こか愛

あ い き ょ う

嬌のある妖怪たちの姿
がたっぷり楽しめます。

「地雷に奪われた夢
　　　車椅子がくれた希望」
難民を助ける会 （ 著 ）
扶桑社 （ 出版 ）

小さな子どもが庭で見つけた
おもちゃが地雷だったとし
たら ･･･ 国際支援の現場で出
会った 13 の物語です。

今月のおすすめの本

15
76

16

「図説　妖怪画の系譜」

兵庫県立歴史博物館
京都国際マンガミュージアム （ 編 ）
河出書房新社 （ 出版 ）

「ブックバード」

さとうゆりえ （ 著 ） ・ 扶桑社 （ 出版 ）

子供のためのシェイクスピア『マクベス』
子どものためなのに、大人もハマるス
テージが今年も都城にやってきます。
●日時：８月４日 ㈫ 19 時開演
●会場：都城市総合文化ホール
●出演：子供のためのシェイクスピア
　　　　カンパニー
●料金：大人 3,500 円、学生（高校生
　　　　以下）2,000 円、（期間限定の早割、南九州
　　　　大学生割引など各種割引あり。詳細は問い
　　　　合せください）
●問い合わせ　都城市総合文化ホール　 ☎ 23-7140

●日時・演目
　６月 20 日㈯　18 時 30 分点灯、19 時演奏開始

（ナイトマーケット同時開催）
●場所：ウエルネス交流プラザ
●内容：南米の民族音楽
　　　　フォルクローレ
　　　　サンポーニャと
　　　　ピアノによる演奏
●料金：無料
●問い合わせ
　ウエルネス交流プラザ
　☎ 26 - 7770

100万人のキャンドルナイト
Early Summer Night2009　−爽

そう

−

��2009.6



・ 山田町のゆぽっぽに家族風呂ができることで
介護の必要な人も入浴できて、大変便利です
ね。また、子どもたちとの触れ合いにより家
族のきずなも深まると思います。

（下川東２丁目　S さん）

・ 都城さくらマラソンに初参加しました。アッ
プダウンの激しいコースでしたが、街道の美
しい桜と温かい声援を力に頑張りました。30
代男子で３位！気持ちの良い一日でした。

（郡元町　ちいパパさん）

・ ４月に都城に引っ越してきました。夏には子
どもが生まれるので、市が開催しているイベ
ントにどんどん参加したいと思います。家族
で都城を満喫するぞ！（早鈴町　ピーちゃん）

・ 21歳になって、初めて自分のふるさとの財政
状況を知りました。財政赤字の自治体が増え
ている中で、市債残高が減少しているのは非
常に興味深いです。これからも住民に愛され
るまちであり続けてほしいですね。

（鷹尾２丁目　ドミノさん）

・プレミアム商品券発行支援事業は、地元商店
街の消費拡大を図るためにとても良い事業だ
と思います。発行されたら、すぐ購入したい
と思います。 （高崎町　A さん）

国際交流員
のひとりごと

　私は中国の国際交流員の翟悦です。出身地は
山西省ですが、来日直前までの６年間ぐらいは
北京にいました。北京の対外経済貿易大学を卒
業し、弁護士事務所で翻訳の仕事をしていまし
た。以前、交換留学生として広島に４カ月ぐら
い留学していたので、日本はこれで２回目です。
　山西省について、ご存知の人は少ないかもし
れませんが、中国でも特に古い歴史を持つ地方
です。約 3,000 年前にすでに中国の中心地で、
その後もずっと軍事要地でした。白酒の「汾酒

（フンチュ）」は有名で、黒酢「老陳酢（ラオチェ
ンツー）」も中国一といわれています。
　「国際交流」って聞いても、大げさな名目で仕
事内容も分からない感じでしょうね。国際交流
といっても、やはり一人一人からの交流、コミュ
ニケーションから始まり INTERNATIONAL

（国際）COMMUNICATION（交流）が出来る
のでしょう。
　仕事はもちろん、日常の生活でも「中国はど
ういう国で、中国人はどういう民族であるか」
を感じてもらうことができれば幸いです。
　都城市のタクエツ、今日も元気いっぱいで頑
張っています。よろしくお願いします〜

翟　悦（タク　エツ）さん
（中国）Vol.1

都城、こんにちは。

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から
一部を紹介します。また、皆さんから寄せられたご意見
につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

わ
た

し
の

一
言

今
月

号
を

読
ん

で
の

感
想



イベントカレンダー

6/16
〜7/15

※［　　］内は場所、問は問い合わせ先

電
話

番
号
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）　
　

　
　

　
−

ク
イ

ズ
の

答
え

①②③ フ
リ

ガ
ナ

氏
　

名

ペ
ン

ネ
ー

ム
ま

た
は

イ
ニ

シ
ャ

ル

※
記

入
が

な
い

場
合

は
、イ

ニ
シ

ャ
ル

で
表

示
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

住
　

所

８
８

５
８

５
５

５
PO

ST
 CA

RD

お
手
数
で
す
が

5
0
円
切
手
を

お
張
り
く
だ
さ
い

広報クイズ
読者

プレゼント

施設案内 ※6月16日〜7月15日の日程

都
城

市
役

所
 秘

書
広

報
課

 行
（

広
報

 都
城

 N
o.42 2009年

6月
号

）

Vol.42

読
ん
で
当
て
よ
う

知
っ
て
当
て
よ
う

６月 

21日㈰
13：00～

民踊講習会　［交流プラザ］
問都城市レクリエーション協会
☎25-5705 （井上）

21日㈰
14：00～

山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演
［人形の館］
問人形の館　☎57-5295

７月

１日㈬
青井岳キャンプ場オープン

［青井岳キャンプ場］
問青井岳荘　☎57-2177

４日㈯
10：30～

12番街かっぱげんき市
［中央通り12番街］
問商業観光課　☎23-2983

５日㈰
８：30～

山田地区公民館対抗
バレーボール・ソフトバレーボール大会

［山田体育館ほか］
問山田教育課　☎64-1121

８日㈬～
９日㈭

おかげ祭り
［神柱神社周辺］
問おかげ祭り振興会　☎21−4835

12日㈰
８：00～

都城ぼんち市　［東中町通り］
問都城商工会議所　☎23-0001

12日㈰
８：00～

あじさい市
［山之口勤労福祉センター］
問あじさい市部会　☎57-2016

12日㈰
10：00～

くまその里よろず市
［滝の駅せきのお］
問くまその里よろず市実行委員会
☎37-0373

▪美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　６月22日〜７月２日、７月６日・13日
（６月27日・28日は、住民票発行業務は行いません）
・Ｓ氏コレクション＋収蔵作品展（〜６月21日）
・夏休み企画〈入門〉アートの疑問　何が見える？　何を見る？（7月3日〜）

▪都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９：30～17:00（入館は16:30まで）　
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　６月22日・29日、７月６日・13日

▪高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　６月22日・29日、７月６日・13日

▪人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
　　　　※定期公演は別料金
休館日　６月22日・29日、７月６日・13日

▪たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日９：30～17：00 
入館料　中学生以上300円　小学生100円
・七夕の星と遊ぼう（７月７日　19：00〜）
＊この期間は、シーズン最後の土星が楽しめます

▪山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９：00～17:00
入館料　無料
休館日　６月22日・29日、７月６日・13日

▪旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900  
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　６月20日・22日・29日、７月６日・13日



市の提供番組紹介
世帯
人
人
人

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

▪
４
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
38
通

◎
正
解　

①
55　

②
ジ
オ　

③
ご
ん
だ

都城市現住人口

初夏の彩り
　４月下旬から見頃を迎えた
早水公園のアヤメ。園内には、
２万 8,000 株、42 万本のアヤ
メが咲き誇り、家族連れなど
多くの人が初夏の訪れを楽し
みました。５月３日には、恒
例の早水あやめまつりが開催
され、ジャンカン馬踊りやあ
やめ音頭おどりも披露されたほか、早水神社にゆ
かりのある髪

か み な が ひ め

長媛も登場し、まつりに華を添えま
した。

　遠くメキシコで発生した新型インフルエンザが世界中で
猛威を振るうさなか、B型インフルエンザに感染してしま
い約 1週間にわたりダウンしてしまいました。マスク姿
で仕事に復帰したところ会う人会う人に「新型？」と疑わ
れる始末。新型インフルエンザの予防も従来のインフルエ
ンザと同じといわれています。皆さんも「手洗い」「うがい」
を心掛けて感染しないよう気を付けましょう。（ 一 ）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30〜15：45
　市民参加型のラジオ番組を放送しています。
　出演については、秘書広報課（☎23−3174）

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月〜金曜日
　9：49〜9：54、16：25〜16：30（再）
　市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
　毎週火曜日放送の「BON☆（ボンスタ）」
　（12：00〜13：00）でも、市政情報や市民活動の
　紹介などを放送しています

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 〜　② 11：50 〜　③ 17：50 〜
　④ 20：50 〜　⑤ 22：50 〜

■今後の放送予定
　６月21日〜30日
　「夏休み親子陶芸教室」
　７月１日〜10日
　「図書館だより」
　７月11日〜20日
　「日本一の夜空を見よう」
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４
月
号
の
「
学
校
へ
行
こ
う
」
の
山
田
小
学
校
は
、

私
の
母
校
で
す
。
生
徒
会
の
役
員
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
懐
か
し
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思
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ぶ
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思
い
出
し
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平成21年５月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女
※国勢調査に基づく推計人口です。

たちばな天文台で星を見よう

70,578
168,312
78,874
89,438

341
447
285
162
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